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映画情報

※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

◎上映時間（112分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

ごく普通のOLのさやかは、ある日、マ
ンションの前で行き倒れていた青年・樹

いつき

と半年の期限付きで一緒に暮らすこと
に。料理上手で野草に詳しく、それまで
知らなかった世界を優しく教えてくれる
樹に、さやかは次第に惹かれていくが…。

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
60
歳
以
上
を
除
く
、高
校
生
以
下
は
20
0円
）

を
割
引し
ま
す
。

植物図鑑　運命の恋、ひろいました

植
物図
鑑

運
命
の
恋
、ひ
ろい
まし
た

10土９

〜
９ 30金

03 大人の社会見学
ナミクダヒゲエビ

04 特集
地域で見守る 支え合う

10 街フォトスクラップ

24 Health Care まちの保健室

20 情報掲示板

市民のひろば25

26 マチロク、
地域おこし協力隊かのや活動レポート

明日への扉

福
ふくどめ

留 洋
よういち

一 さん
27

18 路線バスやくるりんバスをご利用ください

14 高校生議会を初開催

103,104人
49,221人
53,883人

45,062世帯
448.33㎢ 

平成28年８月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

高
たかお

雄
咲き始めは濃

のうおうしょく

黄色で、咲き進むと花弁の
縁から緋

ひせきしょく

赤色へ変化します。大小のとげ
が多い品種ですが、雨などによる花傷み
は少なく、切り花にも向いています。

（－ 31）
（－ 10）
（－ 21）
（－   7）

野里の田の神
この田の神像は、寛

かんえん

延４年（1751年）
に造られたもので、昭和 43年に県指
定文化財となりました。周辺には、ま
もなく収穫を迎える田園が広がります。
地域のシンボルとして、いつまでもこ
の風景を見守り続けてほしいですね。



鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

江江え
ぐ
ち

え
ぐ
ち口口  

勝勝か
つ
や

か
つ
や也也  

さ
ん
さ
ん

鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合

鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合

の
海
底
ま
で
下
ろ
し
て
、
そ
れ
を

ゆ
っ
く
り
巻
き
上
げ
て
捕
獲
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
普
段
海か
い
で
い泥
に
潜
っ
て

い
る
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
を
泥
ご
と

す
く
っ
て
、
飛
び
跳
ね
た
と
こ
ろ
を

捕
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
い
ヒ
ゲ
と
は
別
に
、
短
い
ヒ
ゲ

が
４
本
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の

名
の
と
お
り
管く
だ（
ス
ト
ロ
ー
）
状
に

な
っ
て
い
て
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
の
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ

ゲ
エ
ビ
は
、
こ
の
管
状
の
ヒ
ゲ
だ
け

を
海
泥
か
ら
出
し
て
新
鮮
な
水
を
吸

収
し
て
い
る
の
で
す
。

　

９
月
・
10
月
が
漁
の
最
盛
期
で
、

大
き
い
も
の
も
捕
れ
ま
す
。
禁
漁
期

間
の
6
月
を
除
き
、
年
間
を
通
し
て

漁
は
行
わ
れ
ま
す
が
、
冬
場
は
水
温

が
下
が
り
海
泥
に
深
く
潜
っ
て
し
ま

う
た
め
、
漁
獲
量
が
減
り
ま
す
。

　

近
年
、
漁
師
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
現
在
、
鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合

の
漁
場
で
エ
ビ
漁
を
し
て
い
る
の
は

６
隻
だ
け
で
す
。
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ

ビ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
仲
買
人
・
個
人

売
り
で
取
り
引
き
さ
れ
て
お
り
、
市

場
に
出
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
、
ま

さ
に『
幻
の
エ
ビ
』で
す
。こ
の
た
め
、

正
確
な
漁
獲
量
は
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
は
、
普
通
の

エ
ビ
よ
り
甘
く
、
と
ろ
け
る
よ
う
な

食
感
が
特
徴
。
刺
身
で
食
べ
る
の
が

一
般
的
で
す
が
、
丸
焼
き
や
素
揚
げ

に
し
て
も
美
味
し
い
で
す
。

　

一
部
で
大
変
人
気
が
あ
る
一
方
、

市
場
に
出
な
い
の
で
認
知
さ
れ
て
い

な
い
の
も
事
実
。
鹿
屋
の
貴
重
な
特

産
品
と
し
て
、
も
っ
と
市
内
外
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」

　

国
内
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
錦
江

湾
で
捕
獲
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

深
海
性
の
エ
ビ「
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ

ビ
」。
県
内
で
も
特
に
鹿
屋
市
及
び

垂
水
市
で
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
鹿
屋
市
漁
業
協
同
組

合
の
江
口
勝
也
さ
ん
に
、
ナ
ミ
ク
ダ

ヒ
ゲ
エ
ビ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
は
、『
小

型
底そ
こ
び曳
き
網
あ
み
り
ょ
う漁
』
と
い
う
漁
法
を
用

い
、
船
尾
か
ら
１
，
２
０
０
〜
２
，

０
０
０
ｍ
程
の
長
い
ロ
ー
プ
に
付
け

た
網
を
水
深
１
８
０
ｍ
〜
２
２
０
ｍ

ナ
ミ
ク
ダ

ナ
ミ
ク
ダ

ヒ
ゲ
エ
ビ

ヒ
ゲ
エ
ビ

鹿屋市漁業協同組合鹿屋市漁業協同組合
古江町7468
☎0994-46-3111
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ま
た
、
平
成
22
年
10
月
の
国
勢

調
査
に
お
け
る
世
帯
構
成
を
み
る

と
、独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
が
５
，

８
０
０
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が

６
，
０
０
６
世
帯
と
、
い
ず
れ
も
１

割
を
超
え
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
割

合
は
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
は
今
後
も
さ
ら
に
進
行
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大浦町内会のサロン「さわやかサロン大浦」大浦町内会のサロン「さわやかサロン大浦」

鹿屋市 打馬 寿２丁目 富ヶ尾中央

世帯数 50,290世帯 842世帯 475世帯 121世帯

人口 104,357人 1,805人 896人 229人

65歳以上人口 28,492人 348人 292人 88人

高齢化率 27.30% 19.28％ 32.59% 38.43%

世帯数及び人口、65歳以上人口、高齢化率の比較

※平成 28 年７月31日現在（住民基本台帳による）
※統計情報の推計人口とは差異があります

少
子
高
齢
化
の
進
行

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、

高
度
情
報
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
著

し
い
変
化
な
ど
を
背
景
に
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
が

複
雑
・
多
様
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

中
で
も
高
齢
化
は
、
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
鹿
屋
市
に

お
い
て
も
同
様
に
進
行
し
て
い
ま

す
。

　

下
の
表
は
、
鹿
屋
市
及
び
今
回
紹

介
す
る
３
町
内
会
に
お
け
る
、
平
成

28
年
７
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
統
計
で
す
。
鹿
屋
市
全
体

の
高
齢
化
率
は
27
％
を
超
え
て
お

り
、
町
内
会
単
位
で
は
寿
２
丁
目
町

内
会
、
富と
み
が
お

ヶ
尾
中
央
町
内
会
の
よ
う

に
高
齢
化
率
が
既
に
30
％
を
超
え
て

い
る
町
内
会
も
あ
り
ま
す
。
↓

鹿児島県 鹿屋市

一般世帯総数 727,273世帯 44,260世帯

独り暮らし
高齢者世帯

102,443世帯
（14.1％）

5,800世帯
（13.1％）

高齢夫婦世帯 95,610世帯
（13.1％）

6,006世帯
（13.6％）

一般世帯総数に占める「独り暮らし高齢者
世帯」及び「高齢夫婦世帯」の割合

※平成 22年10月国勢調査確定値

野里町内会のサロン「中島女子会」  野里町内会のサロン「中島女子会」  

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
構
成
が
著
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
近
い
将
来
、
社
会
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
活
動
の
重
要
性
が
改
め
て
注
目
さ
れ
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
地
域
で
の
取
り
組
み
が
、

各
地
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
近
年
の
地
域
の
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
、
地
域
で
の
見
守
り
や
支
え
合
い

な
ど
実
際
に
地
域
福
祉
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
３
つ
の
町
内
会
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Kanoya City Public Relations  4



地
域
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化　

　

地
方
に
お
い
て
も
、
人
々
の
生
活

様
式
や
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
高
齢

者
と
の
同
居
率
が
低
下
し
、別
居
化
・

核
家
族
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
昔
の
大
家
族
の
よ
う
に
家

族
で
支
え
合
う
こ
と
は
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
、

福
祉
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、

現
行
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
住
民

が
日
常
生
活
上
で
抱
え
る
課
題
全
般

を
支
え
る
こ
と
に
限
界
が
生
じ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

生
活
様
式
な
ど
の
都
市
化
が
進
む

に
連
れ
て
、
隣
人
同
士
が
疎
遠
と
無

関
心
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
こ
と
で
、
昔
は
ど
こ
の
町
や

村
に
も
あ
っ
た
助
け
合
い
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
、
多
く
耳
に

す
る
孤
独
死
や
虐
待
、
さ
ら
に
は
、

物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
時
代
の
中
で
餓

死
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
、
こ
う

し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
へ
の
取

り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
さ
ら
に
増

大
す
る
で
あ
ろ
う
高
齢
化
に
危
機
感

を
抱
き
、
地
域
の
体
制
を
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
方
法
で
変
え
、
対
応
策
を
講

じ
よ
う
と
す
る
町
内
会
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
打
馬

町
内
会
、
寿
２
丁
目
町
内
会
、
富
ヶ

尾
中
央
町
内
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
口

や
高
齢
化
率
等
が
ま
っ
た
く
異
な
る

町
内
会
で
す
が
、
い
ず
れ
も
特
色
あ

西原１丁目町内会のサロン「西原１丁目町内会のサロン「茶茶
ささ

ロン会」ロン会」打馬町内会の「どんぐり」「さくら」「公民館の日」の合同サロン打馬町内会の「どんぐり」「さくら」「公民館の日」の合同サロン

る
町
内
会
運
営
を
行
い
、
鹿
屋
市
社

会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、
町

内
会
と
し
て
地
域
の
福
祉
に
対
す
る

課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
独
自
の

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い

づ
く
り
、閉
じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
、

打
馬
町
内
会
で
は
、対
象
者
別
に「
ど

ん
ぐ
り
」、「
さ
く
ら
」、「
公
民
館
の

日
」、「
オ
レ
ン
ジ
ろ
ば
さ
ん
」
の
４

つ
の
サ
ロ
ン
が
、
月
に
１
回
、
打
馬

公
民
館
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
」は
、
県
内
で
も
唯
一

と
さ
れ
る
高
齢
男
性
サ
ロ
ン
。
平
成

18
年
に
発
足
し
、
現
在
会
員
は
15
人

程
度
。
勉
強
会
や
野
菜
作
り
、
料
理

教
室
な
ど
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
」
も
平
成
18
年
に
発
足

し
、
現
在
会
員
は
20
人
程
度
。
元
気

な
高
齢
女
性
が
集
ま
り
、
小
物
作
り

や
お
菓
子
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
公
民
館
の
日
」は
、
体
の
不
自
由

　

打
馬
町
内
会
で
は
、
町
内
会
内
に

置
か
れ
て
い
る「
福
祉
の
会
」
の
も

と
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
独

自
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
住
民
主
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
す
。

　

豊
富
で
充
実
し
た
サ
ロ
ン
活
動
で

外
に
出
て
学
ぶ
き
っ
か
け
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
公
民
館
で
作
品
展
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
サ
ロ
ン
活
動
で
の

成
果
の
発
表
・
交
流
の
場
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
で
き

な
い
人
に
は
見
守
り
活
動
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
認
知
症
カ
フ
ェ
や
徘は
い
か
い徊

模
擬
訓
練
も
実
施
す
る
な
ど
、
い
ず

れ
も
他
の
町
内
会
に
先
駆
け
て
実
施

し
た
地
域
福
祉
活
動
で
す
。

打
馬
町
内
会

打
馬
町
内
会

な
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

と
、
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ロ

ン
。
あ
や
と
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
か
る

た
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
ろ
ば
さ
ん
」は
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
に
、
少
し
で
も

ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
時
間
を
作
っ
て

あ
げ
よ
う
と
、
平
成
27
年
か
ら
始

ま
っ
た
サ
ロ
ン
で
、
い
わ
ゆ
る
認
知

症
カ
フ
ェ
で
す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー

は
認
知
症
患
者
４
人
と
そ
の
家
族
。

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
町
内
会
単
位

で
実
施
し
て
い
る
の
は
、
大
変
珍
し

い
こ
と
で
す
。

　

な
お
、「
オ
レ
ン
ジ
ろ
ば
さ
ん
」
を

除
く
３
つ
の
サ
ロ
ン
合
同
で
、毎
年
、

12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
３
月
に
は

合
同
閉
講
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

閉
講
式
で
は
、
一
年
間
の
努
力
を

称
え
る
と
と
も
に
、
来
年
度
以
降
も

自
分
の
た
め
に
参
加
し
て
頑
張
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
出
席
者
全
員
に「
落

第
賞
」と
い
う
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。高齢男性サロン「どんぐり」の

洋服のたたみ方教室
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こそ、先進的に行うことができました。
　これは、民生委員と町内会が意思疎通に努め、相談
や議論を行い、協力し合う体制が整っているからだと
思っています。
　また、地域全体で「福祉」に取り組むには、同じ町
内会に暮らす人々が交流し、お互いに人を知ることが
必要です。３世代が集う「世代間交流グラウンドゴル
フ」をはじめ、高齢者と子ども会が一緒に手作り品を
作ったり、子ども育成会主体の十五夜に、高齢者組織
である「鶴

かくれいかい

令会」が月見団子を作ったりと、様々な「ふ
れあい」の場が設けられています。
　町内会で行われている様々な福祉活動は、参加者の
「生きがい」になっており、すべてがつながっていま
す。
　何かあれば対応するという意識や姿勢が打馬町内
会の魅力。「地域に見守られている」と感じられる町
内会になればいいと思っています。

「地域に見守られている」と感じられる町内会に

　町内会に住む方々には、地域で元気に暮らして欲し
いと思っています。そのためには、サロン活動などを
通して、まず公民館に出向いてもらうことです。
　打馬町内会のサロン活動は、民生委員が主体となっ
て市内でいち早く立ち上げられたもの。見守り活動や
徘徊模擬訓練、認知症カフェなども、高齢化が進む中
で、民生委員による提案などを受け、以前から町内会
が地域全体の取り組み課題としてとらえていたから

打
馬
町
内
会 

会
長

池
﨑 

淑よ
し
お夫 

さ
ん

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
 

公
民
館
の
黒
板
に
は
、
町
内
会
の

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
行
事
計
画
等

を
書
き
残
し
て
い
く

「
私
の
作
品
展
」

　

打
馬
公
民
館
で
毎
年
10
月
に
開
催

し
て
い
る「
私
の
作
品
展
」
は
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
成
果
を
は
じ

め
、
生
涯
学
習
や
趣
味
の
発
表
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
や
趣
味
を
外
へ
発
表

す
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
、

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
出
品
者
が
来
場
者
に
作

品
の
説
明
を
し
た
り
、
収
穫
し
た
野

菜
等
を
来
場
者
に
配
っ
た
り
、
な
ご

や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練

の
実
施

　

平
成
26
年
５
月
、
打
馬
町
内
会
で

高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、認
知
症
の
人
が
徘
徊
し
、

行
方
が
分
ら
な
く
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
、
町
内
会
や
民
生
委
員
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
が
協
力
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
徘
徊
者
を
捜
索
す
る
も
の

で
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
町
内
会
単

位
で
行
わ
れ
た
の
は
、
市
内
で
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。

　

実
施
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
実
際
に
町
内
会
で
行
方
不
明
者

が
出
て
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
こ

と
と
、
先
に
市
が
実
施
し
た
訓
練
に

参
加
し
た
際
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
実
施
し
た
い
と
感
じ
た
こ
と
。

　

町
内
会
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
熱

い
思
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す

が
、
町
内
会
主
体
の
訓
練
実
施
に
よ

り
、
町
内
会
で
は
、
地
域
の
見
守
り

体
制
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
充
実
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た

と
し
て
い
ま
す
。

打
馬
あ
ん
し
ん
安
全
見

守
り
隊

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
孤
立

死
や
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

平
成
23
年
２
月
、
市
内
で
初
め
て
の

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」組

織
と
な
る「
打
馬
あ
ん
し
ん
安
全
見

守
り
隊
」が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
隊
は
、
民
生
委
員
を
中
心

に
、
協
力
す
る
地
域
住
民
か
ら
な
る

組
織
。
高
齢
者
等
の
安
否
確
認
の
た

め
の
見
守
り
・
声
掛
け
活
動
や
、
ゴ

ミ
出
し
・
電
球
交
換
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
へ
の
生
活
支
援
を

行
う
の
が
主
な
活
動
で
す
。

　

隊
員
は
30
人
以
上
。
見
守
り
が
必

要
と
さ
れ
る
高
齢
者
等
一
人
ひ
と
り

に
、
担
当
す
る
隊
員
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

定
期
的
に
行
わ
れ
る
会
合
で
は
対

象
者
の
見
直
し
や
方
向
性
の
確
認
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ

て
、
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
招

き
、
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
会
で
は
、
15
人

程
の
メ
ン
バ
ー
で
、「
う
つ
ま
げ
ん

き
な
〜
」
と
い
う
月
1
回
の
見
守
り

活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
等

を
守
る
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
が
二
重

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

初の試みに多くの関係機関が
参加した徘徊模擬訓練

「私の作品展」は住民の発表の場
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第２ふれ愛隊の話し合いの様子 男性の参加者が多い健康教室手料理を楽しみながらの「なんでも語ろう会」

ヨ
ガ
教
室

　

認
知
症
予
防
の
サ
ロ
ン
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る「
ヨ
ガ
教
室
」

は
、
毎
月
１
回
、
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
講
師
は
民
生
委
員
が
行
い
、

毎
回
、
10
人
程
度
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
す
。

「
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」

　

十
数
年
前
、
男
性
発
案
で
始
め
た

「
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」は
、
毎
月
第

３
土
曜
日
に
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
内
会
の
役
員
が
食
材
を
持

ち
寄
っ
て
手
作
り
し
た
料
理
を
前

に
、
５
０
０
円
の
参
加
費
で
、「
食

べ
放
題
、
飲
み
放
題
、
歌
い
放
題
」

と
銘
打
ち
、
意
見
交
換
を
行
い
、
交

流
を
深
め
ま
す
。

　

以
前
は
男
性
ば
か
り
の
会
で
し
た

が
、
昨
年
末
ぐ
ら
い
か
ら
女
性
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
回

20
〜
30
人
が
集
ま
り
、
大
変
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
会
で
は
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
聞
き
出
し
、
生
み
出
す
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
大
半
は
70
歳
以
上
。
い

つ
も
参
加
し
て
い
る
人
が
い
な
い

と
、
メ
ン
バ
ー
が
心
配
し
て
連
絡
す

る
の
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
会
を
通
し
て
安
否
確
認
も
行
わ

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

寿
２
丁
目
は
市
街
地
に
あ
り
ま
す

が
、
周
辺
の
町
内
会
の
中
で
最
も
高

齢
化
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
寿
２
丁

目
町
内
会
で
は
、
高
齢
化
の
対
応
を

喫
緊
の
課
題
と
し
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寿
２
ふ
れ
愛
隊

　

民
生
委
員
の
支
援
を
受
け
て
い
な

い
高
齢
者
で
も
、
寿
２
丁
目
町
内
会

で
は
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
独

自
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
こ
れ
を
基

に
、「
寿
２
ふ
れ
愛
隊
」
が
、
対
象
者

に
対
し
て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
を
は
じ
め
、
保
健
推
進

地
域
協
力
員
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
計
10
人
の

女
性
メ
ン
バ
ー
で
、
月
に
２
回
、
対

象
者
宅
を
訪
問
し
、
声
掛
け
や
相
談

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
教
室

　

も
と
も
と
市
が
行
っ
て
い
た
健
康

増
進
事
業
を
、
事
業
終
了
後
も
町
内

会
が
そ
の
ま
ま
独
自
の
活
動
と
し
て

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

年
に
７
回
、
寿
２
丁
目
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
誰
で
も
参
加
可
能
で

す
が
、
講
師
の
関
係
で
平
日
に
開
催

し
て
い
る
た
め
、
参
加
者
は
仕
事
を

持
た
な
い
高
齢
者
が
多
く
、
結
果
的

に
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て
役

立
っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
参
加
者
が

多
い
の
が
特
徴
で
、
他
の
町
内
会
で

は
み
ら
れ
な
い
大
変
珍
し
い
傾
向
で

す
。

寿
２
丁
目
町
内
会

寿
２
丁
目
町
内
会

「語る会」を絆づくりに
　「なんでも語ろう会」は寿２丁目町内会独自の素晴
らしい会です。もっと若い人にも来てもらうよう声掛
けを行い、世代を越えて、顔をつなぐ場にしたいと
思っています。
　その根底にあるのは「防災」です。今年度は町内会
独自の防災マニュアルも作り上げる予定でいますが、
今後高齢化が更に深刻化する中で、不測の事態が発生
した時に、町内会全体で対応する必要があると感じて
いるからです。
　そのためには相互の絆が必要です。「語る会」は、
その端緒になればいいと思っているのです。
　「隣は何をする人ぞ」ではなく、まずは「語ろう会」
でお互いの顔を知り、次第にお互いに協力し合えるよ
うになればいいと思います。
　「相互の絆」・「共助の精神」が、多くの人に芽生え
ることを目標に、今後も様々な行事を企画したいと
思っています。

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

寿
２
丁
目
町
内
会 

会
長

西
之
園 

孝こ
う
い
ち一 

さ
ん

 

公
民
館
の
ふ
す
ま
に
は
、
所
狭
し
と

活
動
の
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
る
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今
回
紹
介
し
た
３
町
内
会
を
は
じ

め
、
他
の
町
内
会
に
お
い
て
も
、
関

係
機
関
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
様
々

な
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
町
内
会
の
地
域

福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
鹿
屋
市
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
９
５
１
）で
は
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
」
支
援

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

地
域
住
民
が
協
力
し
合
い
、
地
域
ぐ

る
み
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。
活
動
の
受
け
手

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
確
認
で

き
、
担
い
手
は
地
域
に
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
喜
び
と
福
祉
制
度
へ
の
理

解
が
得
ら
れ
ま
す
。
地
域
に
と
っ
て

は
、
助
け
合
い
や
援
助
の
輪
が
広
が

り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
活
動
」
支
援

　

サ
ロ
ン
活
動
と
は
、
独
り
暮
ら
し

や
家
の
中
で
過
ご
し
が
ち
な
高
齢
者

等
と
地
域
住
民
が
、
公
民
館
な
ど
自

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
な
地
域
福
祉
事
業

みんなが安心できる地域に
　富ヶ尾中央町内会は、約 230 年前に甑島からの移住者
によってできた集落です。先祖の築いた結束力同様に、
全員参加・全員協力を基本として様々な行事への呼び掛
けを行っています。また、予算や運営もオープンにして、
「見える」町内会活動に努めています。
　そのことが地域住民の皆さんに浸透してきたのか、行
事に笑顔で参加してくれます。お互いに話しやすい環境
にあり、楽しいのだろうと思います。みんなが「いい町
内会だ」と思ってくれていると信じています。
　２年程前から、富ヶ尾中央公民館の入口付近に「困り
事・相談事入れ」という相談
箱を設置しました。安心して
何でも相談できる町内会であ
りたいという思いからです。
　町内会に暮らす方々みんな
が、楽しみも困りごとも共有
できる町内会にしたいですね。　

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会 

会
長

　

泊
と
ま
り 

義
秋 

さ
ん

公
民
館
横
の
広
場
に
は
甑
こ
し
き
し
ま島
か
ら
の

移
住
集
落
を
示
す
記
念
碑
が
建
つ

▲困り事・相談事入れ

て
い
ま
す
。「
が
ん
ば
る
会
」
は
平
成

27
年
４
月
に
発
足
。
現
在
メ
ン
バ
ー

は
20
人
で
、
メ
ン
バ
ー
の
半
分
以
上

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　
「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」
と「
が
ん
ば

る
会
」
は
、
い
ず
れ
も
高
齢
者
の
見

守
り
・
声
掛
け
活
動
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
助
け

合
い
事
業

　

月
１
回
の
見
守
り
活
動
に
よ
っ
て

得
た
情
報
や
要
請
を
も
と
に
、
体
が

不
自
由
な
高
齢
者
等
宅
を
訪
問
し
、

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
か
ら
、
運
搬
、
分

別
ま
で
を
行
う
も
の
で
、「
か
の
こ

グ
ル
ー
プ
」
と「
が
ん
ば
る
会
」
の
両

グ
ル
ー
プ
が
、
年
に
３
〜
４
回
程
度

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
利
用
者
の
健
康

状
態
な
ど
の
確
認
も
行
わ
れ
、
利
用

者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い
る
事
業

で
す
。

　

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会
は
、
全
員
参

加
を
基
本
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
福
祉
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

心
的
役
割
を
担
う
の
が
、「
富
ヶ
尾

か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」
と「
富
ヶ
尾
が

ん
ば
る
会
」の
２
つ
の
組
織
で
す
。

　
「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」は
平
成
25
年

11
月
に
発
足
し
、メ
ン
バ
ー
は
15
人
。

見
守
り
を
行
う
組
織
と
し
て
活
動
す

る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
活
動
も
行
っ

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会
（
串
良
町
有
里
）

（
串
良
町
有
里
）

身障高齢者宅でのごみ搬出作業

樹
木
伐
採
や
墓
地
清
掃

の
お
手
伝
い

　

町
内
会
で
行
わ
れ
る
奉
仕
作
業
の

日
に
は
、「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」と「
が

ん
ば
る
会
」
の
熟
練
者
を
適
所
に
配

置
し
て
、
高
齢
者
宅
の
庭
木
・
枝
木

の
伐
採
、
共
同
墓
地
の
清
掃
の
手
伝

い
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

高齢者宅の庭木伐採
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坂口 和博坂口 和博  さん さん 

鹿屋市社会福祉協議会鹿屋市社会福祉協議会

ホ
ウ
酸
団
子
の
配
布

　

年
に
１
回
程
度
、「
か
の
こ
グ
ル
ー

プ
」の
呼
び
掛
け
で
参
加
者
を
募
り
、

富
ヶ
尾
中
央
公
民
館
で
、
ゴ
キ
ブ
リ

退
治
用
の
ホ
ウ
酸
団
子
作
り
が
行
わ

れ
ま
す
。
ホ
ウ
酸
団
子
は
希
望
者
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
確
認

　

町
内
会
で
は
、
市
の
防
災
行
政
無

線
の
有
用
性
を
折
に
触
れ
て
説
き
、

周
知
徹
底
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」は
、
見
守
り

活
動
の
際
に
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
使
用
方
法
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
電
源
が
入
っ
て
い
る
か
、

確
実
に
作
動
す
る
か
な
ど
の
点
検
も

行
っ
て
い
ま
す
。

餅
つ
き
の
会

　

毎
年
12
月
、
公
民
館
に
高
齢
者

か
ら
子
ど
も
ま
で
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る

宅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
場
所
に
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
語
ら
い
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

場
を
つ
く
る
活
動
で
す
。

ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
事
業

　

こ
の
ほ
か
、
社
協
で
は
鹿
屋
市
や

町
内
会
と
連
携
し
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
機
能
を
活
用

し
て
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
に
対

し
、
買
い
物
等
の
交
通
手
段
の
提
供

に
よ
る
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
の
全
面
協
力
に

よ
り
バ
ス
と
運
転
手
が
派
遣
さ
れ
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
現
在
は
、

北
花
岡
・
高
隈
・
大
姶
良
の
３
地
区

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふれあいネット
ワーク活動 サロン活動

鹿屋 　　　15 　　58
吾平 　　　  4 　　24
串良 　　　  5 　　12
輝北 　　　  4 　　20
合計 　　　28 　  114

町内会単位で行われている
「地域福祉活動」組織数

※平成 28 年８月31日現在
大姶良地区

ドライブサロン

餅つきの会

ホウ酸団子作り
　私たちが生活するうえで、共通の願いは「誰もが安
心して生活できる地域」だと思います。
　現在は公的な制度や民間独自のサービスが整ってき
ていますが、すべてに対応できる制度は現実的に難し
く、制度の対象外となる人が出てきます。
　鹿屋市でも少子高齢化や核家族化が進行しており、
年齢にかかわらず地域で孤立する可能性があります。
　このような状況を解決しうるのは、やはり地域の支
え合いではないかと思います。「地域」というのは、町
内会や自治会、最も小さい範囲では「向こう三軒両隣」
とあるように、ご近所です。
　私は、社会福祉協議会という地域福祉を推進する立
場で様々な地域にかかわっていますが、そこでは住民同
士の様々な助け合い・支え合いが行われています。例え
ば、「カーテンの開け閉めができている」、「洗濯物が干さ
れ取り込まれている」など、日常生活上のさりげない見
守りや、ゴミ出し、買い物の手伝いなど様々です。
　このような支え合い活動は、表面には出てこないだ
けで、実は日々行われており、それが制度では対応で
きない問題を解決しているのです。
　「誰もが安心して生活できる地域」という理想は高い
ですが、地域の皆さんとともに考え、一歩ずつ進んで
いきたいと思います。

 
打
馬
町
内
会
の
高
齢
男
性
サ
ロ

ン「
ど
ん
ぐ
り
」で
行
わ
れ
た「
な

ん
こ
大
会
」
に
参
加

INTER
VIEW

「
餅
つ
き
の
会
」で
は
、
住
民
一
人
当
た

り
に
餅
が
２
個
ず
つ
配
ら
れ
ま
す
が
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
高
齢
者
の
独
り

暮
ら
し
世
帯
や
高
齢
者
の
み
世
帯
に

は
、「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」と「
が
ん
ば
る

会
」
が
安
否
確
認
を
兼
ね
て
訪
問
し
、

餅
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

当
番
制
の
ご
み
収
集
日

立
ち
会
い

　

町
内
会
で
は
、
ご
み
収
集
日
の
朝

に
、
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
立
っ

て
分
別
指
導
等
を
行
う
人
を
そ
れ
ぞ

れ
全
世
帯
か
ら
当
番
制
で
決
め
て
い

ま
す
。
町
内
会
独
自
に
作
成
し
た
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
そ
の
年
度
分

の
ご
み
収
集
日
と
と
も
に
、
立
ち
会

い
を
担
当
す
る
人
の
氏
名
が
す
べ
て

記
載
さ
れ
て
お
り
、
各
家
庭
に
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
。
分
別
に
つ
い
て
の

理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
同
士
に
よ

る
見
守
り
や
交
流
も
意
図
し
た
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
へ

生
活
で
き
る
地
域
へ
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８
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、

「
か
の
や
夏
祭
り
」
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
８
３
，
０
０
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

６
日
の
本
祭
で
は
、
八
坂
神
社

で
の
出し
ゅ
つ
ぎ
ょ
さ
い

御
祭
に
引
き
続
き
、
プ

ロ
自
転
車
チ
ー
ム
「
Ｃシ

エ

ル

Ｉ
Ｅ
Ｌ 

Ｂブ

ル

ー

Ｌ
Ｅ
Ｕ
鹿
屋
」
の
メ
ン
バ
ー
が

市
街
地
を
激
走
。
観
客
は
、
自
転

車
競
技
選
手
が
街
中
を
全
力
疾
走

す
る
珍
し
さ
と
ス
ピ
ー
ド
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
勢
40
連
・
約
３
，

０
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

総
踊
り
で
は
、
伝
統
的
な
踊
り
や

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ダ
ン
ス

な
ど
、
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
７
日
に
古
江
港
で
行
わ
れ

た
納
涼
花
火
大
会
で
は
、
レ
ー

ザ
ー
光
線
と
音
楽
と
花
火
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
大
隅
半
島
最
大

の
２
尺
玉
の
打
ち
上
げ
な
ど
、
約

８
，
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
観
客
は
夜
空
を
彩
る
鮮

や
か
な
光
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ
鹿
屋
の
街
が
熱
気
と
迫
力
に
つ
つ
ま
れ
る

〜
夏
の
風
物
詩「
か
の
や
夏
祭
り
」〜

　

８
月
７
日
、
吾
平
町
商
店
街

で
、
「
美
里
あ
い
ら
夏
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
店
街
を
元
気
良
く
練
り
歩
く

お
神み
こ
し輿
行
例
に
は
、
沿
道
か
ら
声

援
と
と
も
に
大
量
の
水
が
掛
け
ら

れ
、
観
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
月
見
橋
上
流
で
は
、
約

３
，
０
０
０
発
の
花
火
大
会
が
行

わ
れ
、
観
客
は
姶
良
川
の
川
面
に

映
る
美
し
い
花
火
に
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
、
吾
平
の
夏
の
風
物
詩
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
美う

ま
し
さ
と里あ

い
ら
」で
夏
祭
り
を
楽
し
む

　

８
月
５
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
で
「
か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ

ラ
ム
〜
平
和
の
花
束
２
０
１
６

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
世
界
平
和
を
願
う
児
童
・
生

徒
の
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
鹿

屋
か
ら
発
信
し
、
平
和
や
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
よ
う
と

行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
当
日
は
、

最
優
秀
賞
者
３
人
が
作
品
を
朗
読

し
た
ほ
か
、
戦
争
体
験
談
や
落
語

家
の
桂
竹
丸
さ
ん
に
よ
る
平
和
講

演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な

表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

イベント

�����������		
���

�
�������	
���
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８
月
11
日
、
「
か
の
や
ぐ
る
輪り
ん

サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
市

内
の
小
中
学
生
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
し
な
が
ら
戦
跡
を
巡
り
、
市

内
で
実
際
に
起
き
た
出
来
事
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
。
参
加
者
は
、
田
崎
の
掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕

や
野
里
国
民
学
校
跡
な
ど
７
か

所
、
約
11
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
平
和

学
習
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が

ら
真
夏
の
炎
天
下
に
も
負
け
ず
に

巡
っ
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
で
戦
跡
を
巡
る

　

８
月
９
日
、
６
月
に
行
わ
れ

た「
全
国
小
学
生
柔
道
大
会
県

予
選
」
で
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た
光
武
館

柔
道
場
の
髙た
か

目め
し
お
り

汐
莉
さ
ん（
西

原
小
学
校
６
年
）
が
、
監
督
や

両
親
と
と
も
に
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。

小
学
生
柔
道
で
全
国
大
会
へ

　

８
月
４
日
、
７
月
に
行
わ

れ
た「
第
４
回
県
中
学
ク
ラ
ブ

大
会
」
で
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た「
大
隅

レ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
の
選

手
が
、
監
督
ら
関
係
者
と
と
も

に
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

２
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場

　

８
月
４
日
、
７
月
に
行
わ

れ
た「
第
26
回
全
日
本
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
選
手
権
鹿
児
島
大
会
」

で
優
勝
し
、
２
年
ぶ
り
の
全

国
大
会
出
場
を
決
め
た
西
原

台
小
学
校「
台
小
ア
タ
ッ
カ
ー

ズ
」
の
選
手
が
、
監
督
ら
関
係

者
と
と
も
に
市
役
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
、
７
月
に
行
わ

れ
た「
第
２
回
県
中
学
ク
ラ
ブ

大
会
」
で
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た「
Ａ
Ｌ
Ｌ

肝
属
中
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
の
選
手
が
、
監
督
、
コ
ー

チ
ら
関
係
者
と
と
も
に
市
役

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

　

７
月
29
日
、
６
月
に
行
わ

れ
た
県
予
選
で
優
勝
し
、
11

月
に
静
岡
県
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
、
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
60
歳

代
チ
ー
ム「
串
良
ク
ラ
ブ
」
の

選
手
が
関
係
者
と
と
も
に
市

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

60
歳
代
バ
レ
ー
で
全
国
大
会
へ

研
究
の
成
果
を
全
国
で
発
表

　

７
月
29
日
、
鹿
屋
女
子
高

校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
小
中
学
校

の
給
食
献
立
作
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
研
究
発
表
が
県
大
会

で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
か

ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

８
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、

霧
島
ヶ
丘
公
園
で
「
ひ
ま
わ
り
納

涼
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、
「
50
ｍ
の
そ
う
め

ん
流
し
」
や
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
ス

テ
ー
ジ
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
強
い

日
差
し
の
中
、
家
族
連
れ
な
ど
が

涼
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
15
日
に
は
、
来
園
者
が
園

内
に
咲
い
た
約
２
０
，
０
０
０
本

の
ひ
ま
わ
り
を
鑑
賞
し
た
ほ
か
、

切
り
花
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

霧
島
ヶ
丘
公
園
で
夏
を
楽
し
む

来　訪
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８
月
17
日
、「
Ｃシ

エ

ル

Ｉ
Ｅ
Ｌ 

Ｂブ

ル

ー
Ｌ
Ｅ

Ｕ
鹿
屋
」の
塚
越
さ
く
ら
選
手
が
出

場
し
た
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク「
自
転
車
競
技
女
子
オ

ム
ニ
ア
ム
」の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
が
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え

た
ば
か
り
の
26
日
に
は
、
塚
越
選

手
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
頂
い
た

声
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
４

年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

抱
負
等
を
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
経
験
を
生
か
し
て
東
京
へ

　

８
月
７
日
、
高
須
町
で
祇お
ぎ
お
ん
さ
あ

園
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
波

之
上
神
社
で
神
事
・
舞
奉
納
が
行

わ
れ
た
後
、
長
刀
舞
、
刀
舞
、
弓
舞
、

田
の
神
舞
、
鬼
神
舞
が
町
内
を
巡

行
。
田
の
神
や
鬼
神
が
観
客
を
追

い
か
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
大

き
な
泣
き
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
祇
園
祭
に
合
わ
せ
て
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、
作
品

は
今
月
19
日
ま
で
高
須
地
区
学
習

セ
ン
タ
ー
、
９
月
20
日
〜
23
日
に

は
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
展
示

さ
れ
ま
す
。

刀
舞
で
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願

　

７
月
31
日
、
霧
島
ヶ
丘
公
園
で
肝
属
支
部
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
消
防
の
基
本
的
な
器
具
操
作
や
動
作
を
競
う

も
の
で
、
肝
属
地
区
２
市
４
町
の
代
表
の
消
防
団
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
屋
市
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ

の
部
に
高
尾
分
団
と
平
南
分
団
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
市

成
分
団
と
野
里
分
団
が
出
場
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
平

南
分
団
が
優
勝
し
県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

操
法
大
会
で
平へ

い
な
ん南

分
団
が
優
勝

　

８
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
吾
平
町
で「
ち
び
っ
こ

の
り
だ
ー
夏
合
宿
in
神
野
小
学
校
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
神
野
小
学
校
跡
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
の

レ
ー
ス
を
開
催
し
、
宿
泊
や
自
然
体
験
を
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
と
吾
平
・
神
野
地
区
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。
2
日
目
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
バ
イ
ク
レ
ー
ス
で
は
、
九
州
各
地
か
ら
参
加
し

た
40
人
が
、
神
野
の
自
然
豊
か
な
景
色
の
中
で
、
真
剣

な
表
情
で
レ
ー
ス
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

神
野
小
跡
で
子
ど
も
た
ち
が
レ
ー
ス

　

８
月
８
日
・
９
日
、
高
須
海
岸
及
び
浜
田
海
岸
で
、

子
ガ
メ
を
海
に
帰
す「
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
永
目
海
岸
及
び
浜
田
海
岸
で
、
２
頭
の
ウ
ミ

ガ
メ
が
産
卵
し
た
計
２
１
７
個
の
卵
か
ら
、
１
５
５
頭

の
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
。

夏
休
み
中
の
放
流
会
と
あ
っ
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
、
ふ
化
し
た
ば
か
り
の
子
ガ
メ
が
、
懸
命
に

海
に
向
か
っ
て
い
く
姿
に
感
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
を
放
流

スポーツ地　域
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８
月
18
日
、
市
内
で
夏
休
み
農

業
体
験
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
小
学
校
６
年
生
が

市
内
の
農
業
施
設
等
で
農
業
体
験

を
行
う
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
市
内
の

農
業
者
団
体
で
あ
る
「
雄
飛
会
」

と
市
が
共
同
し
て
行
っ
た
も
の
。

17
回
目
の
今
年
は
38
人
が
参
加

し
、
子
牛
の
せ
り
市
の
見
学
や
、

牛
の
乳
し
ぼ
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
体
験
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
笑
顔
で
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
農
業
体
験
を
満
喫

　

８
月
16
日
、「
平
成
28
年
度

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
」
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
・
男
子
カ

ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ

で
、
同
大
会
の
鹿
児
島
県
勢
唯

一
の
優
勝
を
果
た
し
た
、
前
田

将ま
さ
ひ
ろ宏
さ
ん（
鹿
屋
高
校
３
年
）

が
、
関
係
者
と
と
も
に
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

県
勢
唯
一
の
優
勝
に
輝
く

　

８
月
18
日
、
７
月
に
大
分
県

で
行
わ
れ
た「
第
２
回
防
具
付

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
」

の
型
・
組
手
部
門
で
、
優
勝

な
ど
の
好
成
績
を
収
め
た「
楊

心
門
総
合
武
術
協
会
」
の
選
手

が
、
監
督
ら
関
係
者
と
と
も

に
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

防
具
付
空
手
の
全
国
大
会
で
好
成
績

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
激
励

　

８
月
12
日
、
市
内
で
合
宿

し
て
い
る
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の「
大
野
石
油
広
島

オ
イ
ラ
ー
ズ
」
と「
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ

リ
オ
レ
ー
ナ
」
の
選
手
、
監
督

ら
５
人
が
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
市
か

ら
激
励
品
と
し
て
、
黒
豚
と

焼
酎
を
贈
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
、
か
の
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
鹿
屋
土
木
協
同
組
合

11
社
23
人
に
よ
る
リ
ナ
シ
テ
ィ

か
の
や
周
辺
の
河
川
護
岸
の
清

掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
水
辺
の
ス
テ
ー
ジ

や
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
を
高
圧

洗
浄
機
を
使
っ
て
懸
命
に
清
掃

し
て
い
ま
し
た
。

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺
を
清
掃

　

7
月
21
日
〜
24
日
に
行
わ

れ
た
、「
か
の
や
っ
子
わ
く
わ

く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン
宮

崎
」
の
参
加
者
に
、
青
少
年
育

成
に
努
め
て
い
る
公
益
社
団

法
人
肝
属
法
人
会
が
帽
子
と

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

帽
子
と
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
寄
贈

新
米「
イ
ク
ヒ
カ
リ
」を
初
出
荷

　

８
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
肝
付
吾

平
町
で
新
米「
イ
ク
ヒ
カ
リ
」

の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
イ
ク
ヒ
カ
リ
」
は
、
食
味
が

よ
く
、
炊
き
た
て
は
も
ち
ろ

ん
冷
め
て
も
美
味
し
さ
が
持

続
す
る
こ
と
が
特
徴
。
式
典

終
了
後
、
新
米
を
積
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
、
「
鹿
屋
市
消
防
団

女
性
消
防
隊
」
の
発
足
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
女
性
消
防
団
員
の
活

躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
、
市
で
初

め
て
と
な
る
消
防
団
本
部
付
け
の

女
性
消
防
隊
を
結
成
し
た
も
の

で
、
発
足
式
に
は
隊
員
11
人
の
う

ち
６
人
が
出
席
。
隊
の
愛
称
は

ロ
ー
ズ
隊
で
、
今
後
は
高
齢
者
宅

や
保
育
園
で
の
火
災
予
防
啓
発
活

動
や
被
災
者
ケ
ア
な
ど
の
後
方
支

援
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

女
性
消
防
隊
が
発
足

農　業式　典

ボランティア寄　贈

来　訪

農　業
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8月1日、市内６つの高校から19人の生徒が高校生議員として8月1日、市内６つの高校から19人の生徒が高校生議員として
参加して鹿屋市高校生議会を開催しました。参加して鹿屋市高校生議会を開催しました。
これは鹿屋市の次世代を担う高校生が議員となり市議会を模これは鹿屋市の次世代を担う高校生が議員となり市議会を模

擬体験することで、若い世代に政治への関心を持ってもらい、若擬体験することで、若い世代に政治への関心を持ってもらい、若
者と行政が一緒になって鹿屋市の現状や未来について考える機会者と行政が一緒になって鹿屋市の現状や未来について考える機会
となるよう開催したものです。今号では高校生の目線から見た本となるよう開催したものです。今号では高校生の目線から見た本
市の課題や提案等とそれに対する市の回答を紹介します。市の課題や提案等とそれに対する市の回答を紹介します。

問問市政策推進課（３階）　市政策推進課（３階）　☎ 0994-☎ 0994-31-112531-1125

高校生議会を高校生議会を
初初開催開催

若者の視点で鹿屋の未来を考える若者の視点で鹿屋の未来を考える

鹿屋農業高校３年

佐
さ の

野 鈴
す ず か

夏 議員

鹿屋農業高校３年

湯
ゆ ぐ ち

口 千
ち ひ ろ

紘 議員

※ 
質
問
と
答
弁
は
一
部
要
約
し
て
い

ま
す
。
全
文
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
内
で
は
信
号
機
や
横
断

歩
道
が
少
な
く
感
じ
る
。
信
号
機
が

無
い
交
差
点
で
の
高
校
生
の
事
故
が

起
き
た
り
、
横
断
歩
道
以
外
の
道
路

を
渡
る
高
齢
者
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
市
民
の
安
全
の
た
め
、
信
号

機
や
横
断
歩
道
の
設
置
の
考
え
は
な

い
か
。

【
答
弁
】

○ 

信
号
機
や
横
断
歩
道
は
、
県
公
安

委
員
会
が
道
路
状
況
や
事
故
の
発

生
状
況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
て
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
２
年

間
で
信
号
機
３
か
所
、
横
断
歩
道

７
か
所
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

○ 

交
通
事
故
防
止
に
は
、
信
号
機
設

置
も
含
め
、
関
係
機
関
や
市
民
の

皆
さ
ん
と
連
携
や
協
力
を
図
り
な

が
ら
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
↓

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
】　

原
動
機
付
自
転
車
で
の
登

下
校
時
に
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
通
行

し
て
い
る
が
、
道
路
の
端
が
劣
化
し

て
い
る
。
東
原
町
付
近
の
道
路
交
差

点
が
特
に
著
し
く
、
怖
い
思
い
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
雨
の
際
、
道
路

の
水
は
け
が
悪
く
側
溝
が
見
え
な
く

な
る
場
所
も
多
く
、
運
転
時
に
危
険

で
あ
る
。
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

道
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
、
道
路
の
舗
装
や
側
溝
の

計
画
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
日
頃
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、

危
険
箇
所
の
早
期
発
見
に
努
め
、

緊
急
的
な
対
応
も
行
う
な
ど
、
事

故
防
止
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
る
。

○ 

今
後
も
道
路
利
用
者
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
。

バ
ス
停
へ
の
ベ
ン
チ
の
設
置

に
つ
い
て

【
質
問
】　

鹿
屋
農
業
高
校
前
の
バ
ス

停
や
サ
ン
キ
ュ
ー
寿
店
前
の
バ
ス
停

に
、
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
設
置
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。
本
数
の
少
な
い
バ
ス

を
利
用
す
る
際
や
、
雨
の
中
で
バ
ス

を
待
つ
際
に
屋
根
や
ベ
ン
チ
が
あ
る

と
、
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者

に
と
っ
て
も
快
適
な
バ
ス
の
利
用
が

で
き
る
と
思
う
。

【
答
弁
】　

○ 

市
で
は
、
現
在
策
定
中
の
「
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
中

で
、
バ
ス
路
線
で
主
要
な
乗
り
継

ぎ
場
所
と
な
る
バ
ス
停
を
中
心

に
、
屋
根
や
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る

な
ど
、
改
善
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

○ 

鹿
屋
農
業
高
校
前
や
、サ
ン
キ
ュ
ー

寿
店
前
の
バ
ス
停
も
含
め
、
高
校

生
の
利
用
が
多
い
停
留
所
に
屋
根

等
の
設
置
が
で
き
な
い
か
、
バ
ス

事
業
者
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

鹿
屋
市
の
今
後
に
つ
い
て

【
質
問
】　

大
隅
縦
貫
道
が
開
通
し
た

こ
と
に
伴
い
、
様
々
な
産
業
が
増
え

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
開
通
後

の
鹿
屋
市
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
鹿
屋
市

の
構
想
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

【
答
弁
】　

○ 

東
九
州
自
動
車
道
や
大
隅
縦
貫
道

の
開
通
に
よ
り
、
人
や
物
の
移
動

時
間
が
短
縮
さ
れ
産
業
や
観
光
の

振
興
、
県
内
外
と
の
交
流
の
活
性

化
な
ど
、
様
々
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

○ 

市
で
は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
、
昨
年
度
、「
鹿
屋
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
鹿
屋
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、「
や
っ
て
み
た

い
仕
事
が
で
き
る
街
へ
」、「
い
つ

で
も
訪
れ
た
い
街
へ
」、「
子
育
て

し
や
す
い
街
へ
」、「
未
来
へ
つ
な

が
る
住
み
良
い
街
へ
」
の
四
つ
の

基
本
目
標
を
定
め
、
企
業
支
援
、

雇
用
創
出
、
地
場
産
業
の
販
路
拡

大
、
交
流
人
口
の
増
加
等
を
推
進

し
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

学
校
の
防
音
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

鹿屋農業高校２年

脇
わ き た

田 朝
あ さ ひ

陽 議員
串良商業高校３年

中
なかにし

西 翔
かける

 議員

串良商業高校２年

原
は ら だ

田 千
ち さ と

里 議員

質
問
と
答
弁
の
要
旨
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【
質
問
】　

本
校
で
は
、
自
衛
隊
の
航

空
機
訓
練
等
の
騒
音
に
よ
り
、
落
ち

着
い
て
勉
強
で
き
る
環
境
と
は
言
え

な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
防
音
対
策

や
空
調
設
備
の
整
備
を
視
野
に
入
れ

た
騒
音
測
定
の
実
施
を
働
き
か
け
て

ほ
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

県
立
高
校
の
防
音
工
事
を
実
施
す

る
場
合
、県
が
国
へ
要
望
を
行
い
、

騒
音
の
レ
ベ
ル
を
測
定
し
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
国

の
補
助
金
を
活
用
し
た
防
音
工
事

等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
今
回
の
意
見
は
市
か
ら

県
に
報
告
し
、
考
え
方
を
伺
う
こ

と
と
し
た
い
。

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
の
活
用

に
つ
い
て

【
質
問
】　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
つ

い
て
、
入
場
者
の
目
的
や
利
用
者
数

な
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
。
今
後
ど
の

よ
う
な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
か
、

未
来
の
展
望
な
ど
市
の
考
え
を
教
え

て
ほ
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
は
、
映
画

館
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な
ど

が
開
催
で
き
る
ホ
ー
ル
や
健
康
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
ほ
か
、
情
報
プ

ラ
ザ
、
学
習
室
、
福
祉
プ
ラ
ザ
、

物
産
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
全
体

で
年
間
３
３
８
，
０
０
０
人
が
利

用
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
商
店

街
と
連
携
し
、
魅
力
的
な
商
店
街

の
中
心
的
役
割
を
担
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

【
質
問
】　

鹿
屋
市
は
大
隅
地
区
で
最

大
の
都
市
で
あ
る
が
、
中
心
部
に
位

置
す
る
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
が
目

立
つ
。
市
全
体
の
雰
囲
気
を
明
る
く

す
る
た
め
に
商
店
街
の
活
性
化
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
商
店
街
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
活
性

化
の
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
。

【
答
弁
】　

○ 

中
央
地
区
商
店
街
で
は
、
多
く
の

関
係
者
と
協
力
し
て
「
街
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
か
ら
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め
、
地

域
商
店
街
の
若
者
や
様
々
な
職
業

の
皆
さ
ん
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

構
想
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

○ 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
画
が
重
要
で
あ

り
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
も
積
極
的

に
街
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

計
画
に
つ
い
て

【
質
問
】　

近
年
様
々
な
地
域
住
民
が

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域

の
絆
も
深
ま
り
、
地
域
内
外
か
ら
の

参
加
者
を
募
る
こ
と
に
よ
り
人
の
流

れ
も
盛
ん
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
計
画
は
あ
る
か
。

【
答
弁
】　　
　

○ 

市
で
は
、
競
技
性
、
専
門
性
の
高

い
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
も

開
催
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
者
は
２
２
，
８
８
９

人
と
県
内
最
多
で
あ
っ
た
。

○ 

さ
ら
に
今
年
度
、
宿
泊
先
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
弁
当
な
ど
の
予
約

を
一
元
化
し
て
行
う
「
か
の
や
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
立
ち

上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
充
実
拡
大
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘
致
に

も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

臭
い
へ
の
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
内
で
は
畜
産
業
に
お
け

る
臭
い
が
気
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ

る
。
鹿
屋
市
は
「
ば
ら
の
ま
ち
か
の

や
」
と
し
て
美
し
い
街
を
印
象
づ
け

て
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
は
残
念
で
あ
る
。
畜
産
業
は
鹿
屋

市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
た
め
、
畜

産
業
の
発
展
を
妨
げ
ず
に
臭
い
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
対
策
な
ど
を

と
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
消
臭
の
た
め
、
畜
産
農
家

へ
の
消
臭
資
材
の
無
償
配
布
や
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
畜
産
農

家
の
指
導
に
よ
り
家
畜
排
せ
つ
物

の
適
切
な
管
理
徹
底
を
図
る
な

ど
、
畜
産
に
起
因
す
る
環
境
問
題

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○ 

今
後
も
臭
い
の
多
い
地
域
・
地
点

を
特
定
す
る
調
査
方
法
等
を
取
り

入
れ
、
臭
い
の
低
減
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

串良商業高校３年

牧
まきはら

原 俊
よ し き

生 議員

鹿屋高校２年

山
やまさき

﨑 葵
あおい

 議員

鹿屋高校２年

德
とくなが

永 龍
りゅうや

哉 議員

鹿屋高校２年

永
な が た

田 大
ひ ろ む

武 議員
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公
共
交
通
に
つ
い
て

【
質
問
】　

登
下
校
時
に
利
用
す
る
公

共
交
通
機
関
が
バ
ス
し
か
な
い
上
に

本
数
が
少
な
く
、
乗
り
換
え
や
待
ち

時
間
が
長
い
た
め
、
バ
ス
の
利
便
性

を
良
く
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
乗
り

換
え
や
自
然
災
害
時
の
バ
ス
運
行
の

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
分
か
り

や
す
く
表
示
し
て
欲
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

現
在
策
定
中
の
「
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
に
お
い
て
、
新

た
な
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、

運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
通
学
時

の
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
等
と
協
議
し
た
い
。

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、「
九
州
の
バ

ス
時
刻
表
」
や
「
九
州
乗
り
物

info.com

」
で
運
行
状
況
な
ど
を

表
示
し
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
当
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
し
て
い

る
。
今
後
は
当
サ
イ
ト
の
周
知
と

と
も
に
、
バ
ス
の
運
行
状
況
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な

ど
、情
報
提
供
に
取
り
組
み
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て【
質
問
】　

市
内
に
は
、
デ
コ
ボ
コ
し

た
道
や
歩
道
の
幅
が
狭
く
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
無
い
道
な
ど
、
危
険
な
道

が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
寿
小
学
校

の
通
学
路
で
保
育
園
近
く
の
道
は
、

交
通
量
が
多
く
、
安
全
が
保
た
れ
て

い
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
、
学
校
関
係
者
や
警
察
、

交
通
安
全
協
会
な
ど
と
通
学
路
の

合
同
点
検
を
行
い
、
必
要
な
整
備

を
行
っ
て
い
る
。

○ 

寿
小
学
校
の
周
辺
の
道
路
は
多
く

の
児
童
等
が
通
学
路
と
し
て
利
用

し
て
い
る
た
め
、
緑
色
の
ラ
イ
ン

歩
道
と
合
わ
せ
て
、
自
動
車
の
ス

ピ
ー
ド
を
30
㎞
以
下
に
制
限
し
歩

行
者
を
最
優
先
と
す
る
「
ゾ
ー
ン

30
」
を
区
域
設
定
し
た
。

○ 

市
内
に
あ
る
歩
道
の
狭
い
と
こ
ろ

や
デ
コ
ボ
コ
の
あ
る
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
た

ち
の
目
線
に
立
っ
た
整
備
に
取
り

組
み
た
い
。

各
高
校
の
交
流
に
つ
い
て

【
質
問
】　

本
市
に
は
６
つ
の
高
校
が

あ
る
が
、
互
い
に
交
流
す
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
無
い
。
高
校
同
士
で
競
い

合
う
機
会
が
あ
れ
ば
も
っ
と
活
気
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
各
校
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
優
勝

チ
ー
ム
同
士
で
鹿
屋
市
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
決
め
た
り
、
弁
論
等
で
競
っ
た

り
、
年
に
１
回
で
も
そ
の
よ
う
な
場

を
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

【
答
弁
】

○ 

高
校
生
の
交
流
会
に
つ
い
て
は
、

生
徒
会
等
の
活
動
の
一
環
と
し
て

高
校
生
の
皆
さ
ん
が
連
携
協
力
し

て
交
流
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
の
際
、
鹿
屋
市
、
そ
し
て

教
育
委
員
会
と
し
て
、
で
き
る
限

り
の
後
押
し
を
し
た
い
。

○ 

高
校
生
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
の
交

流
を
深
め
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
く

中
で
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

道
路
の
側
溝
の
整
備
に
つ
い

て【
質
問
】　

通
学
路
に
あ
る
側
溝
が
雨

の
日
に
な
る
と
水
が
あ
ふ
れ
て
辺
り

一
面
が
水
浸
し
に
な
る
。
注
意
深
く

歩
い
て
も
靴
の
中
ま
で
濡
れ
る
こ
と

や
、
激
し
い
流
れ
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
小
学
生
な
ど
に
と
っ

て
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
札
元
の
ゲ
オ
鹿
屋
店
か

ら
鹿
屋
東
中
学
校
に
向
か
う
通
り
の

十
字
路
や
信
号
前
等
が
ひ
ど
い
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
の
側
溝
を

整
備
し
て
欲
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
、
雨
水
排
水
対
策
を
進
め

る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
「
市
総

合
雨
水
排
水
対
策
事
業
計
画
」
を

策
定
し
、
５
年
間
で
23
か
所
の
改

善
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

○ 

本
計
画
に
基
づ
き
、
札
元
地
区
の

冠
水
箇
所
の
軽
減
な
ど
、
５
か
所

の
改
善
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

○ 

今
年
度
は
、
西
原
台
小
学
校
や
上

小
原
中
学
校
付
近
及
び
鹿
屋
中
央

高
校
付
近
や
串
良
商
業
高
校
付
近

の
整
備
な
ど
、
12
か
所
を
予
定
し

て
お
り
、
ゲ
オ
鹿
屋
店
か
ら
鹿
屋

東
中
学
校
に
向
か
う
通
学
路
の
冠

水
に
つ
い
て
も
、
周
辺
の
道
路
に

排
水
路
を
設
置
す
る
工
事
を
進
め

て
お
り
、
早
期
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て

【
質
問
】　

バ
イ
パ
ス
等
に
は
街
路
灯

が
完
備
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
ま
っ
た

住
宅
街
や
田
畑
の
広
が
る
人
通
り
の

少
な
い
通
り
に
は
あ
ま
り
街
路
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
中
高
生
は
部

活
動
等
で
朝
夕
の
暗
い
時
間
に
通
学

す
る
生
徒
が
多
い
。
若
年
層
や
高
齢

者
は
暗
い
道
は
通
行
し
に
く
く
、
事

件
や
事
故
の
危
険
性
も
高
く
な
る
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
街
路
灯

の
設
置
場
所
を
増
や
せ
な
い
か
。

【
答
弁
】

○ 

街
路
灯
に
つ
い
て
、
国
道
や
県
道

の
交
通
量
の
多
い
危
険
な
区
域
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理
す
る
国
や
県

に
お
い
て
、
一
定
の
明
る
さ
の
基

鹿屋工業高校３年

野
の も と

元 譲
じょうじ

二 議員

鹿屋工業高校３年

内
うちやま

山 勇
ゆ う き

樹 議員

鹿屋工業高校２年

舩
ふなこし

越 咲
さき

 議員

鹿屋女子高校３年

宮
みやはら

原 なつみ 議員

鹿屋女子高校３年

田
たのうえ

上 紗
さ わ こ

和子 議員
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準
を
定
め
て
設
置
し
て
い
る
。

○ 

市
道
で
も
交
通
量
の
多
い
道
路
や

ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
な
ど
を
中
心

に
街
路
灯
を
設
置
し
て
い
る
。

○ 

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
地

域
住
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
防
犯

効
果
の
高
い
場
所
へ
の
設
置
を
進

め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。

中
心
市
街
地
に
つ
い
て

【
質
問
】　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
化
し
た
お
店
が

多
い
。
古
い
建
物
で
台
風
時
な
ど
危

険
で
あ
り
、
営
業
し
て
い
る
店
舗
の

近
く
に
駐
車
場
が
無
く
、
気
軽
に
立

ち
寄
り
に
く
い
。
未
利
用
の
店
舗
の

整
備
、
新
し
い
店
舗
の
誘
致
、
無
料

駐
車
場
を
作
る
な
ど
の
考
え
は
な
い

か
。

【
答
弁
】　

○ 

市
で
は
、
新
し
く
出
店
さ
れ
る
人

に
店
舗
改
装
費
の
一
部
補
助
を
行

う
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

○ 

こ
の
成
果
と
し
て
、
中
心
市
街
地

に
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
屋
や
地
元
の

食
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
が
開
業
さ
れ
た
。

○ 

商
業
施
設
の
誘
致
も
大
事
だ
が
、

ま
ず
は
地
元
で
出
店
を
考
え
て
い

る
人
が
中
央
商
店
街
に
出
店
し
や

す
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

○ 

提
案
の
未
利
用
店
舗
に
お
け
る
無

料
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
土

地
使
用
料
、
整
備
費
用
や
維
持
管

理
経
費
、
土
地
所
有
者
や
建
物
所

有
者
の
意
向
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
し
な
が
ら
魅
力
的
な
街

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

【
質
問
】　

鹿
屋
市
に
は
歴
史
的
な
建

造
物
が
多
く
あ
る
が
旅
行
客
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。「
永
遠
の
０ゼ
ロ

」
の

舞
台
と
な
り
戦
時
中
の
滑
走
路
が

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訪

れ
る
人
が
少
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。
県
外
の
友
人
の
み
な
ら
ず
市
内

や
県
内
の
友
人
も
、
特
攻
の
資
料
を

知
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
県
内
外
の
多
く
の
人
に
鹿
屋
市

を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
多
方
面
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】

○ 

本
市
に
は
豚
や
カ
ン
パ
チ
を
は
じ

め
、お
い
し
い
も
の
が
沢
山
あ
り
、

か
の
や
ば
ら
園
や
多
く
の
戦
跡
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
し
っ
か

り
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

○ 

観
光
面
で
は
戦
跡
ツ
ア
ー
、
か
の

や
ば
ら
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
、食
で
は
「
豚
ば
ら
丼
」
や
「
カ

ン
パ
チ
de
リ
ゾ
ッ
ト
」
の
販
売
促

進
を
行
う
と
と
も
に
、
松
竹
芸
能

タ
レ
ン
ト
「
半
田
あ
か
り
」
に
よ

る
様
々
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
高
校
生
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
本
市
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

鹿
屋
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

【
質
問
】　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
は
商

店
街
の
活
性
化
を
目
的
に
作
ら
れ
た

と
聞
い
た
。
ま
た
、
瀬
戸
町
か
ら
西

原
１
丁
目
に
か
け
て
閉
店
し
て
い
る

店
舗
を
多
く
見
か
け
る
が
、
郊
外
型

店
舗
の
誘
致
な
ど
市
の
活
性
化
に
向

け
た
計
画
は
検
討
し
て
い
る
か
。

【
答
弁
】

○ 

中
心
市
街
地
で
は
、
空
き
店
舗
を

減
ら
す
取
り
組
み
と
し
て
、
未
利

用
の
店
舗
に
出
店
す
る
場
合
に
は
、

改
装
費
用
等
を
一
部
助
成
す
る
事

業
や
市
民
参
加
型
の
市
民
協
働

シ
ョ
ッ
プ
「K

キ

タ

ダ

ITADA S

サ

ル

ッ

ガ

ARU
GGA

」

を
オ
ー
プ
ン
す
る
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

○ 

郊
外
型
の
店
舗
誘
致
は
、
消
費
者

に
と
っ
て
は
選
択
肢
が
広
が
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
店
舗

側
と
し
て
は
、
一
定
の
人
口
規
模

な
ど
の
出
店
条
件
も
あ
る
。ま
た
、

市
内
の
各
商
店
に
与
え
る
影
響
も

考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
考
え
て
い
る
。

若
年
者
の
雇
用
に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
外
へ
の
進
学
や
、
第
一

次
産
業
の
後
継
者
不
足
な
ど
、
鹿
屋

市
の
若
年
層
の
人
口
が
流
出
し
、
高

齢
者
の
人
口
比
増
大
が
進
ん
で
い

る
。高
校
卒
業
者
が
市
内
に
残
れ
る
、

ま
た
、
市
外
へ
の
進
学
者
が
地
元
に

戻
っ
て
き
や
す
い
街
づ
く
り
の
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

【
答
弁
】

○ 

高
校
卒
業
後
や
大
学
へ
進
学
し
た

後
の
就
職
の
場
を
作
る
こ
と
は
若

年
層
の
市
外
流
出
を
防
ぐ
、
最
も

効
果
的
な
方
策
で
あ
る
た
め
、
企

業
誘
致
や
店
舗
改
装
等
に
係
る
経

費
へ
の
支
援
、
農
林
水
産
業
に
お

い
て
は
知
名
度
と
付
加
価
値
の
高

い
商
品
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

○ 

ま
た
、
高
校
生
と
市
内
の
企
業
を

結
び
付
け
る
企
業
見
学
会
も
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

○ 

高
校
卒
業
後
も
鹿
屋
に
残
っ
て
頑

張
り
た
い
と
い
う
人
、
い
つ
か
は

鹿
屋
に
帰
っ
て
頑
張
り
た
い
と
い

う
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
応
え

る
べ
く
、
魅
力
あ
る
働
く
場
を
つ

く
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

鹿屋女子高校３年

上
か み か り や

假屋 葵
あおい

 議員

鹿屋中央高校２年

原
はらぞえ

添 寧
ね ね

音 議員

鹿屋中央高校２年

中
な か お

尾 知
と も き

城 議員

議長の務めを終えて

鹿屋農業高校３年

田
た な か

中 恵
け い た

太 議長

　今回、議長とい
う大きな役を頂け
た事で自分にとっ
て大きな財産にな
りました。議長と
いう責任重大な役
割で、非常に緊張
しましたが、周囲
の皆さんのサポー

トの中で議会を無事に進めることがで
きました。
　これからの人生の糧にして、この経
験を生かしていこうと思います。参加
された各校の皆さん、活発な質疑応答
ありがとうございました。お疲れ様で
した。

鹿屋中央高校２年

黒
くろいわ

岩 颯
そ う ま

馬 議員
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市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
の

現
状

　

市
内
に
は
、
複
数
の
市
町
を
結
ぶ

「
路
線
バ
ス
」
や
、
市
内
の
各
地
域

内
を
巡
回
す
る
「
く
る
り
ん
バ
ス
」、

「
鹿
児
島
中
央
駅
〜
鹿
屋
間
直
行
バ

ス
」
な
ど
、
様
々
な
バ
ス
が
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス

の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

平
成
23
年
度
に
は
約
90
万
人
で
あ
っバスの年度別利用者数

た
利
用
者
数
が
、
平
成
27
年
度
に
は

約
81
万
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
バ
ス

　

バ
ス
の
利
用
者
が
減
少
し
た
要
因

は
、
人
口
減
少
も
理
由
の
一
つ
で
す

が
、
一
番
大
き
な
要
因
は
、
多
く
の

人
が
、
日
常
生
活
の
移
動
手
段
と
し

て
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
自
家
用
車
を
持
っ
て
い

な
い
人
や
、
毎
日
の
通
学
や
通
院
で

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
学
生
や
高
齢

者
に
と
っ
て
、
バ
ス
は
な
く
て
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
自
家
用
車
を
利
用
し

て
い
る
人
も
、
い
つ
か
運
転
で
き
な

く
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
バ
ス
は
重

要
な
移
動
手
段
と
な
る
た
め
、
バ
ス

路
線
を
な
く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

バ
ス
の
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

　

利
用
者
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
バ
ス
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は

運
行
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
赤
字

路
線
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
バ
ス

路
線
を
維
持
し
て
い
る
ほ
か
、鹿
屋
・

吾
平
・
輝
北
・
串
良
の
４
地
区
で
、

各
地
域
内
を
巡
回
で
き
る
「
く
る
り

ん
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を

維
持
・
確
保
す
る
た
め
に
は
、
利
用

者
の
増
加
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

市
内
に
お
い
て
、
最
も
身
近
な
公

共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
の
路
線
を

維
持
・
確
保
す
る
た
め
に
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
バ
ス
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
、最
も
身
近
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
る「
路
線
バ
ス
」や「
く
る
り
ん
バ
ス
」は
、通
勤
や
通
学
、通
院
、買
い

物
な
ど
で
利
用
さ
れ
、私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、バ
ス
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
続
け
て
お
り
、バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
や
バ
ス
路
線
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。大
切
な
バ
ス
路
線
を
守
る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
地
域
活
力
推
進
課
（
３
階
）
☎
０
９
９
４-

31-

１
１
４
７

◎運行日
○鹿屋地区＝毎日
○輝北地区＝月・水・金曜日
○吾平地区＝火・木曜日
○串良地区＝火・水・木・金曜日
　※水曜日は実証運行
◎運賃＝１回 100 円
○１歳未満は無料で小学生以下は半額
○ 学生証、身体障害者手帳等を提示す
れば半額
○ 大人１人につき、６歳未満の子ども
１人は無料
◎ ルート
　 各地区の運行ルートについては、市
ホームページをご覧ください。

路
線
バ
ス
や
く
る
り
ん
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

50
55
60
65
70
75
80
85
90
95

H23 H24 H25 H26 H27

（万人）

くるりんバス
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くるりんバス（鹿屋地区）の運行ルート
を延伸し、運行ダイヤを変更します

上谷町

新生町

新栄町

朝日町

寿

共栄町 新川町

札元

王子町

打馬

西原

札
元
台
住
宅
前

農業研修
センター前

寿
大
通
り
北警

察
署
前

寿
中
央

寿町

本町

南本町

朝日町

市農協前市役所前

共栄町
ＮＴＴ前

向江町

上谷西原小前上西原西原
２丁目中央西原

２丁目西

桜ヶ丘

桜ヶ丘
団地

国合同
庁舎南

航空隊前

女子高前
西原

緑山
農高前
札元入口

札元 県民健康
プラザ前

鹿屋

公
園
前

鹿屋高校前

大隅鹿屋病院前 

　「くるりんバス」は、年間約 32,000 人の皆さんに利用されて

いますが、ルートによっては、利用状況が思わしくない場合も

あるため、各ルートの利用状況を踏まえながら、利用者の利便

性が向上するようルートやダイヤの見直しを行っています。

　今年度においても、バス利用者の皆さんから、鹿屋地区の「く

るりんバス」での総合病院へのルート延伸の要望が強かったこ

とから、10 月１日から運行ルートを延伸するとともに、運行

ダイヤを変更します。

　バスの運行については、三州自動車㈱鹿屋営業所（☎ 0994-

65-2258）までお問い合わせください。

大隅鹿屋病院

農協 
市
役
所 

共栄町 市農協前 

鹿屋高校前

大隅鹿屋病院前

市役所前 

葬
儀
場

コンビニ 

鹿屋高校

■新しい時刻表

■新しいルート

10 /１から10 /１から

＝延伸ルート

西回りルート 東回りルート
停留所名 ① ② ③ ① ② ③

西
原
方
面

鹿屋 8:10 11:10 14:10 10:59 13:59 16:59
公園前 8:12 11:12 14:12 10:57 13:57 16:57
上谷 8:13 11:13 14:13 10:56 13:56 16:56
西原小前 8:14 11:14 14:14 10:55 13:55 16:55
上西原 8:15 11:15 14:15 10:54 13:54 16:54
西原２丁目中央 8:16 11:16 14:16 10:53 13:53 16:53
西原２丁目西 8:17 11:17 14:17 10:52 13:52 16:52
桜ヶ丘 8:18 11:18 14:18 10:51 13:51 16:51
国合同庁舎南 8:19 11:19 14:19 10:50 13:50 16:50
桜ヶ丘団地 8:20 11:20 14:20 10:49 13:49 16:49
航空隊前 8:21 11:21 14:21 10:48 13:48 16:48
女子高前 8:22 11:22 14:22 10:47 13:47 16:47
西原 8:23 11:23 14:23 10:46 13:46 16:46
上谷 8:24 11:24 14:24 10:45 13:45 16:45
公園前 8:25 11:25 14:25 10:44 13:44 16:44
鹿屋 8:27 11:27 14:27 10:42 13:42 16:42

乗り換えなし 乗り換えなし
停留所名 ① ② ③ ① ② ③

市
役
所
方
面

鹿屋 8:30 11:30 14:30 10:39 13:39 16:39
向江町 8:32 11:32 14:32 10:37 13:37 16:37
ＮＴＴ前 8:33 11:33 14:33 10:36 13:36 16:36
共栄町 8:34 11:34 14:34 10:35 13:35 16:35
市役所前 8:35 11:35 14:35 10:34 13:34 16:34
鹿屋高校前 8:36 11:36 14:36 10:32 13:32 16:32
大隅鹿屋病院前 8:37 11:37 14:37 10:31 13:31 16:31
大隅鹿屋病院前
（コンビニ前）

8:38 11:38 14:38 10:30 13:30 16:30

鹿屋高校前 8:39 11:39 14:39 10:29 13:29 16:29
市農協前 8:40 11:40 14:40 10:28 13:28 16:28
朝日町 8:41 11:41 14:41 10:27 13:27 16:27
南本町 8:42 11:42 14:42 10:26 13:26 16:26
本町 8:43 11:43 14:43 10:25 13:25 16:25
鹿屋 8:46 11:46 14:46 10:23 13:23 16:23

乗り換えなし 乗り換えなし
停留所名 ① ② ③ ① ② ③

寿
方
面

鹿屋 8:49 11:49 14:49 10:20 13:20 16:20
本町 8:51 11:51 14:51 10:17 13:17 16:17
寿町 8:54 11:54 14:54 10:14 13:14 16:14
寿中央 8:55 11:55 14:55 10:13 13:13 16:13
警察署前 8:56 11:56 14:56 10:12 13:12 16:12
寿大通り北 8:57 11:57 14:57 10:10 13:10 16:10
札元台住宅前 8:59 11:59 14:59 10:09 13:09 16:09
農業研修センター
前

9:00 12:00 15:00 10:08 13:08 16:08

県民健康プラザ
前

9:02 12:02 15:02 10:06 13:06 16:06

札元 9:02 12:02 15:02 10:05 13:05 16:05
札元入口 9:03 12:03 15:03 10:04 13:04 16:04
農高前 9:03 12:03 15:03 10:04 13:04 16:04
緑山 9:04 12:04 15:04 10:03 13:03 16:03
鹿屋 9:06 12:06 15:06 10:00 13:00 16:00
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※ 

入
札
参
加
申
込
書
等
は
、
10
月
13

日
（
木
）
ま
で
財
政
課
財
産
活
用

推
進
室
で
配
付
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎
申
込
期
限
＝
10
月
13
日
（
木
）

問 

市
財
政
課
財
産
活
用
推
進
室（
５
階
）　

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
５
３

「
第
47
回
鹿
屋
市
文
化
祭
」

の
出
演
団
体（
一
般
枠
）
を

募
集　

◎ 

内
容
＝
第
47
回
鹿
屋
市
文
化
祭
の

舞
台
に
出
演
す
る
団
体（
一
般
枠
）

の
募
集

◎ 

日
時
＝
10
月
29
日
（
土
）・
30
日

（
日
）　

11
時
〜
17
時

◎ 

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎ 

定
員
＝
２
団
体
程
度

※ 

１
団
体
ず
つ
2
日
間
に
分
け
て
出
演

◎
参
加
料
＝
無
料

◎ 

申
込
方
法
＝
直
接
又
は
電
話

◎ 

申
込
期
限
＝
９
月
30
日
（
金
）

◎ 

そ
の
他
＝
１
団
体
の
出
演
は
５
分

以
内

問 

市
文
化
協
会
（
市
文
化
会
館
内
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
１
５

「
鹿
屋
・
大
隅
地
域
創
業
ス

ク
ー
ル
」の
受
講
生
を
募
集

◎ 

内
容
＝
創
業
・
起
業
に
必
要
な
基

礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

市
で
は
、
未
利
用
地
や
遊
休
地
と

な
っ
て
い
る
市
有
地
を
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

◎
売
却
す
る
市
有
地

※ 

売
却
対
象
地
の
位
置
図
等
に
つ
い

て
は
、
市
財
政
課
財
産
活
用
推
進

室
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

可
能

◎
入
札
日
時
＝
10
月
21
日
（
金
）

　

10
時
〜

◎ 

入
札
場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室

◎ 

申
込
方
法
＝
入
札
参
加
申
込
書
等

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
又
は
郵
送

◎
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◎
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
女
性

◎ 

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

準
備
す
る
も
の
＝
運
動
で
き
る
服

装
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◎ 

応
募
方
法
＝
直
接
又
は
電
話

◎ 

応
募
期
間
＝
９
月
20
日
（
火
）
〜

30
日
（
金
）

問 

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

「
第
40
回
鹿
屋
市
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大

会
」の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

◎ 

日
時
＝
10
月
30
日
（
日
）　

８
時

30
分
〜

◎ 

場
所
＝
市
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

◎ 

チ
ー
ム
構
成

○ 

ト
リ
ム
の
部
＝
20
歳
以
上
の
男
性

２
人
・
女
性
2
人

○ 

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
＝
20
歳
以
上
の

女
性
４
人

※ 

各
部
と
も
、
エ
ン
ト
リ
ー
は
５
人

以
上
で
、
両
方
へ
の
重
複
登
録
は

不
可

◎ 

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話

◎ 

応
募
期
限
＝
10
月
14
日
（
金
）

問 

鹿
屋
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
事
務
局
（
安あ
だ
ち達

）

☎
０
８
０ｰ

５
２
１
５ｰ

１
３
０
７

募
集
・
申
請

☎

の
受
講
生
を
募
集

◎ 

日
程
＝
10
月
４
日
（
火
）
〜
11
月

４
日
（
金
）
ま
で
の
毎
週
火
・
金

曜
日
（
全
10
回
）

◎ 

時
間
＝
18
時
〜
21
時

※ 

10
月
４
日
（
火
）
18
時
〜
19
時
に

無
料
体
験
講
座
を
実
施

◎
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

◎ 

対
象
者
＝
鹿
屋
・
大
隅
地
域
で
創

業
・
起
業
を
目
指
し
て
い
る
人

◎ 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎
受
講
料
＝
１
０
，
８
０
０
円

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話
又
は
鹿
屋
・
大

隅
地
域
創
業
ス
ク
ー
ル
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.b-post.

com
/ks/

）
か
ら
申
込

問 

鹿
屋
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

「
会
社
の
経
理
に
役
立
つ

分
か
り
や
す
い
!!
簿
記
講

座
」の
受
講
生
を
募
集

◎ 

内
容
＝
経
営
者
や
経
理
担
当
者
を

対
象
と
し
た
、
簿
記
の
仕
組
み
、

現
金
の
動
き
、
簡
単
な
試
算
表
・

決
算
書
の
作
成
な
ど
を
学
ぶ
講
座

の
受
講
生
を
募
集

◎ 

講
師
＝
林 

英ひ
で
と
し俊 

氏
（
株
式
会
社

エ
ー
ア
イ
エ
ー
経
営
革
新
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

◎ 

日
時
＝
10
月
５
日
（
水
）
〜
７
日

（
金
）　

18
時
〜
20
時
30
分

◎
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

◎ 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎
受
講
料

○
鹿
屋
商
工
会
議
所
会
員

　
　
　
　
　
　
　

＝
１
，
０
８
０
円

○
鹿
屋
商
工
会
議
所
非
会
員

　
　
　
　
　
　
　

＝
３
，
２
４
０
円

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話
又
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

※ 

申
込
書
は
鹿
屋
商
工
会
議
所
会
員

の
事
業
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
鹿

屋
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kanoya-cci.om
ega.

ne.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能

問 

鹿
屋
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

　

℻ 

０
９
９
４ｰ

40ｰ

３
０
１
５

女
性
の
健
康
づ
く
り
講
座

「
ア
ロ
マ
の
足
裏
健
康
法
」

の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
用
し

た
足
裏
健
康
法
の
実
技
指
導

◎ 
講
師
＝
西
牟
田 

小さ

え

こ
枝
子 

氏

◎ 
日
時
＝
10
月
１
日
（
土
）　

10
時

〜
11
時
30
分

№ 所　在　地 地目 地　積 見積価格

1 西原２丁目330番 宅地  1,255.62㎡      　　19,500,000円

2 西原２丁目321番 宅地       97.59㎡ 　1,800,000円

3 吾平町麓3,337番１ 宅地     537.47㎡ 　2,810,000円
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「
か
の
や
薔ば

ら薇
王
子
」を
募
集

◎ 
内
容
＝
バ
ラ
の
似
合
う
男
性
を
探

す
「
第
2
回
か
の
や
薔
薇
王
子
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
出
場
者
を
募
集

◎ 

対
象
者
＝
市
内
在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
人
又
は
鹿
屋
市
を
拠
点
に

活
動
で
き
る
人

◎
募
集
人
員
＝
若
干
名

◎ 

任
期
＝
１
年
間

◎ 

応
募
方
法
＝
市
都
市
政
策
課
又
は

か
の
や
ば
ら
園
に
置
い
て
あ
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
バ
ラ
を
使
っ
た
自
己
Ｐ
Ｒ
写

真
を
同
封
し
て
郵
送
も
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
応
募

※ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
す
る
場

合
も
写
真
デ
ー
タ
の
添
付
が
必
要

◎
応
募
期
限
＝
10
月
20
日
（
木
）

◎ 

そ
の
他
＝
11
月
６
日
（
日
）
に
選

考
会
を
開
催
予
定

問 

か
の
や
薔
薇
王
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局（
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や
内
）

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
５
３

　

鹿
屋
市
浜
田
町
１
２
５
０

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

　

http://baranom
achi.jp/

　

kanoyabaraoji/

「
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」秋
季
募
集

◎ 

内
容
＝「
青
年
海
外
協
力
隊
」、「
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋

季
募
集

◎
対
象
者

○ 

青
年
海
外
協
力
隊

　

＝
満
20
歳
〜
39
歳
の
日
本
国
籍
を

　

有
す
る
人

○ 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

＝
満
40
歳
〜
69
歳
の
日
本
国
籍
を

　

有
す
る
人

◎ 
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必
要
な

書
類
を
添
え
て
、
青
年
海
外
協
力

協
会
へ
郵
送

※ 

応
募
用
紙
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.jica.

go.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

応
募
期
間
＝
９
月
30
日
（
金
）
〜

11
月
４
日
（
金
）

問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
選
考
問

い
合
わ
せ
窓
口
（
青
年
海
外
協
力

協
会
内
）

　

〒
１
０
２ｰ

０
０
８
２

　

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
23ｰ

３

　

日
本
生
命
一
番
町
ビ
ル
５
階

　

☎
０
３ｰ

６
２
６
１ｰ

０
２
６
４

「
誰
も
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る『
職
場
作
り
』

セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生
を

募
集

◎ 

内
容
＝
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
『
職
場
作
り
』
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー

◎ 

講
師
＝
松
井 

優
子 

氏
（
国
立
特

別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
主
任
研

究
員
）

◎ 

日
時
＝
９
月
29
日
（
木
）　

13
時

30
分
〜
16
時

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
2
階

情
報
研
修
室

◎ 

対
象
者
＝
企
業
の
経
営
者
・
人
事

担
当
者
、
就
労
支
援
関
係
者
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
学
校

関
係
者　

な
ど

◎ 

定
員
＝
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
む
か
、

企
業
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・

部
署
・
役
職
・
参
加
者
氏
名
・
ふ

り
が
な
・
相
談
会
参
加
の
有
無
を

記
入
し
て
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎ 

応
募
期
限

○ 

メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
９
月
22
日

（
木
）

○
電
話
＝
９
月
23
日
（
金
）

問 

大
隅
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
県
大
隅
地
域
振
興
局
内
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

52ｰ

２
０
７
２

　

℻
０
９
９
４ｰ

52ｰ

２
０
７
３

　

osum
i.kurasapo@

aioros.ocn.
    ne.jp

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

◎
相
談
の
内
容

○ 

登
記
＝
土
地
・
建
物
の
売
買
・
遺

産
分
割
等
の
相
続
問
題
、
土
地
の

境
界
問
題
、
そ
の
他
不
動
産
登
記

関
係
全
般

○ 

戸
籍
＝
出
生
・
婚
姻
・
養
子
縁
組

等
の
問
題

○ 

供
託
＝
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
弁

済
の
た
め
の
供
託
等
の
問
題

○ 

人
権
＝
い
じ
め
、
差
別
、
家
庭
内

暴
力
、
家
族
間
の
問
題
等
の
人
権

問
題
全
般

○
公
証
＝
遺
言
、
会
社
定
款
等

◎ 

相
談
員
＝
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員

◎ 

日
時
＝
10
月
２
日
（
日
）　

10
時

30
分
〜
16
時

◎ 

場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋

支
局
（
西
原
４
丁
目
）

◎ 

申
込
方
法
＝
電
話

問 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

６
７
９
０

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎ 

内
容
＝
商
店
街
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
修
繕
・
補
修
・
増
改

築
・
模
様
替
え
な
ど
、
店
舗
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成 

◎ 

対
象
者
＝
市
内
で
1
年
以
上
、
市

が
定
め
る
業
種
の
店
舗
を
経
営
し
、

市
税
の
滞
納
が
無
い
人

※ 

対
象
業
種
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認

◎ 

補
助
要
件

○ 

10
時
〜
16
時
の
間
に
2
時
間
以
上

営
業
し
て
い
る
こ
と

○ 

１
年
以
上
市
内
に
主
た
る
事
業
所

等
を
有
し
、
継
続
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
施
工
事
業
者
を
利
用

す
る
こ
と

○ 

平
成
29
年
2
月
28
日
（
火
）
ま
で

に
工
事
を
完
了
す
る
こ
と

◎ 

補
助
金
の
限
度
額
＝
対
象
経
費
の

１
／
２
以
内
（
上
限
30
万
円
）

◎ 

事
前
申
込
方
法
＝
事
前
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
対
象

店
舗
の
所
有
者
が
確
認
で
き
る
書

類
（
登
記
簿
謄
本
等
）
の
写
し
を

添
え
て
直
接
持
参

※ 

事
前
申
込
書
は
市
商
工
振
興
課
に

お
い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

事
前
申
込
期
間
＝
９
月
26
日（
月
）

〜
30
日
（
金
）

◎ 

そ
の
他
＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
対
象
者
を
決
定

※ 

事
前
申
込
で
決
定
し
た
対
象
者
は
、

10
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
が

必
要

問 

市
商
工
振
興
課
（
２
階
）

　

☎ 

０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

▲かのや薔薇王子
　ロゴマーク
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す

　

９
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
金
）

ま
で
、「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ

て
走
ろ
う　

秋
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
及

び
死
亡
者
数
は
、
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
す
る
と
、
若
干
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
者
が
か
か
わ
る
事

故
や
交
差
点
内
で
の
事
故
の
割
合
が

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

悲
惨
な
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
家

庭
等
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
事

故
の
無
い
ま
ち
づ
く
り
へ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
都
市
の
将
来
像
や
土
地

利
用
の
方
針
、
道
路
、
公
園
、
下
水

道
等
の
都
市
施
設
の
整
備
方
針
な
ど
、

都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を

示
す
「
鹿
屋
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◎ 

計
画
の
構
成

○
第
１
部
＝
序
章

○
第
２
部
＝
現
況
と
課
題

○
第
３
部
＝
全
体
構
想

○
第
４
部
＝
地
域
別
構
想

○
第
５
部
＝
計
画
の
実
現
に
向
け
て

◎ 

閲
覧
場
所
＝
市
都
市
政
策
課
、
情

報
公
開
室
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎ 

そ
の
他
＝
意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
の
実
施
結
果

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載

問
市
都
市
政
策
課
（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
０

「
山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、「
山

川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
」
の
利
用
促
進

と
大
隅
半
島
へ
の
誘
客
を
図
る
た
め
、

山
川
港
か
ら
根
占
港
へ
車
等
で
乗
船

す
る
場
合
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◎ 

助
成
対
象
便
＝
12
月
15
日
（
木
）

ま
で
の
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
に
、

山
川
港
か
ら
根
占
港
へ
入
港
す
る

全
便

◎ 

助
成
の
適
用
車
種
＝
軽
自
動
車
、

10
人
乗
り
以
下
の
普
通
車
（
６
ｍ

未
満
）、
１
２
５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク

◎
助
成
額

○
軽
自
動
車
・
普
通
車
＝
５
０
０
円

○
バ
イ
ク
＝
３
０
０
円

◎ 

助
成
方
法
＝
乗
船
前
に
山
川
港
で

申
請
書
を
記
入
の
う
え
乗
車
券
を

購
入
す
る
と
、
通
常
料
金
か
ら
助

成
額
を
割
引

問 

な
ん
き
ゅ
う
フ
ェ
リ
ー
山
川
営
業

所　

 

☎
０
９
９
３ｰ

34ｰ

０
０
１
２

市
税
等
の
滞
納
者
に
対
す

る
納
税
催
告
・
相
談
を
行

い
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
等
を
滞
納
し
て
い

る
人
に
対
し
９
月
23
日
（
金
）
に
催

告
書
を
発
送
し
ま
す
。
催
告
書
を
受

け
取
ら
れ
た
人
は
、
次
の
期
間
に
市

収
納
管
理
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎ 

期
間
＝
９
月
26
日
（
月
）
〜
10
月

５
日
（
水
）

◎
時
間

○
平
日
＝
８
時
30
分
〜
19
時

○
土
・
日
曜
日
＝
８
時
30
分
〜
17
時

◎
場
所
＝
市
収
納
管
理
課

◎
持
参
す
る
も
の
＝
印
鑑
、
催
告
書

問
市
収
納
管
理
課（
１
階
⑬
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
５
５

市
中
央
公
民
館
が
停
電
し

ま
す

　

市
中
央
公
民
館
は
、
電
気
設
備
修

繕
の
た
め
、
９
月
29
日
（
木
）
８
時

30
分
〜
17
時
ま
で
停
電
し
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

９
月
29
日
（
木
）
の
市
中
央
公
民

館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

生
涯
学
習
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
生
涯
学
習
課
（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
・
夜

間
救
急
当
番
医
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
及

び
夜
間
救
急
当
番
医
は
、
夜
間
の
緊

急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
の
処
置
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

比
較
的
軽
症
の
患
者
や
昼
間
に
受

診
で
き
る
人
が
夜
間
に
受
診
す
る
と
、

緊
急
性
の
高
い
患
者
の
診
療
の
遅
れ

や
、
受
診
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

夜
間
の
患
者
が
増
え
す
ぎ
る
と
医

師
や
看
護
師
の
負
担
が
増
え
、
診
療

体
制
を
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
等
の
本
来
の
目
的
を
正
し
く
理

解
し
、
み
ん
な
で
夜
間
の
診
療
体
制

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
薬
の
服
用
履
歴
や
既
往
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
、
医
療
関
係
者
に
必

要
な
情
報
が
記
載
さ
れ
た
「
お
薬
手

帳
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
正
確
で
迅
速
な
診
療
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
や
そ

の
他
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

は
、
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

診
療
内
容

○ 

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
＝
内
科
及
び

小
児
科
の
応
急
的
な
処
置
（
薬
の

処
方
は
１
日
分
の
み
）

○ 

夜
間
救
急
当
番
医
＝
外
科
の
応
急

的
な
処
置

◎ 

診
療
時
間

○ 

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
＝
19
時
〜
翌

日
7
時

○
夜
間
救
急
当
番
医
＝
18
時
〜
23
時

※
23
時
以
降
は
急
患
の
み
対
応

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

お
知
ら
せ

▲山川・根占フェリー

報掲示板情
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９
月
24
日
〜
30
日
は「
結

核
予
防
週
間
」で
す

　

９
月
24
日
（
土
）
〜
30
日
（
金
）

は
「
結
核
予
防
週
間
」
で
す
。

　

全
国
で
年
間
約
１
８
，
０
０
０
人

の
新
規
結
核
患
者
が
発
生
し
、約
２
，

０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
要
注
意

で
す
。
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

○ 

せ
き
が
２
週
間
以
上
お
さ
ま
ら
な

い
○ 

微
熱
や
た
ん
、
倦け
ん
た
い
か
ん

怠
感
が
続
い
た

り
、
血け
っ
た
ん痰
が
出
る

○ 

急
に
体
重
が
減
る

　

市
や
職
場
等
の
健
診
を
積
極
的
に

受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
制

限
が
行
わ
れ
ま
す

　

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源
保
護
の
た

め
、
全
長
21
㎝
を
超
え
る
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
の
採
捕
制
限
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎ 

採
捕
禁
止
期
間
＝
10
月
１
日（
土
）

　

〜
12
月
31
日
（
土
）

◎ 

採
捕
禁
止
区
域
＝
鹿
児
島
県
内

（
奄
美
市
及
び
大
島
郡
を
除
く
）

の
河
川
等
の
内
水
面
及
び
海
面

※ 

調
査
又
は
研
究
等
の
た
め
、
県
知

事
の
許
可
を
得
て
採
捕
を
行
う
場

合
に
は
制
限
か
ら
除
外

問
市
農
林
水
産
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
３

市
鉄
道
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー

◎ 

内
容
＝
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

式
典
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
記
念
乗
車　

な
ど

◎ 
日
時
＝
９
月
30
日（
金
）　

10
時
〜

11
時

◎ 

場
所
＝
市
鉄
道
記
念
館（
市
役
所
隣
）

問 

市
総
務
課
（
３
階
）　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ
１
１
２
７

鹿
屋
看
護
専
門
学
校
の
学

校
祭「
第
９
回
白は

く
ら
ん
さ
い

爛
祭
」

◎ 

内
容
＝
喫
茶
、
血
圧
・
身
体
測
定
、

バ
ザ
ー
、公
開
講
座
、リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

な
ど

◎ 

日
時
＝
10
月
８
日
（
土
）　

10
時

〜
15
時

◎
場
所
＝
鹿
屋
看
護
専
門
学
校

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

そ
の
他
＝
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
み
事
前
申
込
が
必
要

問 

鹿
屋
看
護
専
門
学
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

６
３
６
０

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
設
立
50
周
年
記
念

式
典
・
映
画
上
映

◎ 

内
容
＝
記
念
式
典
、映
画「
は
な
ち
ゃ

ん
の
み
そ
汁
」
上
映

◎ 

日
時
＝
10
月
15
日（
土
）　

13
時
30

分
〜
16
時

◎ 

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
映
画
鑑
賞
料

○
前
売
券
＝
５
０
０
円

○
当
日
券
＝
６
０
０
円

◎  

前
売
券
取
次
所
＝
市
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー

問 
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地

出
撃
戦
没
者
追
悼
式

◎ 

内
容
＝
太
平
洋
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
特
別
攻
撃
隊
員
等
を
慰
霊
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
の
追
悼
式

◎ 

日
時
＝
10
月
15
日
（
土
）　

14
時

〜
15
時
30
分

◎ 

場
所
＝
平
和
公
園
慰
霊
塔
前
広
場

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
串
良
公
民
館
別

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

問 

串
良
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

63ｰ

３
１
１
２

第
40
回
鹿
屋
市
ふ
れ
あ
い

福
祉
ま
つ
り

◎ 

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
福
祉
バ
ザ
ー
、
拉
致

関
係
講
演
会
、
表
彰　

な
ど

◎ 

日
時
＝
10
月
16
日（
日
）　

９
時
30

分
〜

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
ホ
ー

ル･

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル
・
福

祉
プ
ラ
ザ

◎
参
加
料
＝
無
料

問
市
福
祉
政
策
課（
1
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

第
２
回
か
の
や
肉
焼
ま
つ
り

◎ 

内
容
＝
手
ぶ
ら
で
気
軽
に
、
自
然

に
抱
か
れ
な
が
ら
焼
肉
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト

◎ 

日
時
＝
11
月
12
日（
土
）・
13
日

　
（
日
）　

10
時
30
分
〜
15
時

◎ 

場
所
＝
霧
島
ケ
丘
公
園
イ
ベ
ン
ト

広
場
内
肉
焼
ま
つ
り
特
設
会
場

◎
料
金

○
前
売
券
＝
１
，
３
０
０
円

○
当
日
券
＝
１
，
５
０
０
円

※ 

鹿
屋
産
黒
毛
和
牛
肉
１
５
０
ｇ
・

鹿
屋
産
茶ち
ゃ
ー
み
ー
と
ん

美
豚
１
５
０
ｇ
・
カ
ッ

ト
野
菜
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
（
２
本
）

◎  

前
売
券
販
売
所
＝
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

取
扱
店
舗
（
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
店
舗
）、
か
の
や

肉
焼
ま
つ
り
事
務
局

◎ 

そ
の
他
＝
暴
風
等
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
中
止
の
場
合
は
、
払
い
戻
し
や

郵
送
を
行
わ
ず
に
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
て
、
肉
パ
ッ
ク
と
券
を
引
き

換
え

※ 

引
き
換
え
日
程
＝
11
月
12
日（
土
）・

13
日
（
日
）

問 

か
の
や
肉
焼
ま
つ
り
事
務
局
（
市

畜
産
課
内
・
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
８

�
�
�
�▲鉄道記念館リニューアルイメージ

日　　　　時

場　　　　所

料　　　　金

肉パック内容

※写真はイメージです。

本
物
の
味
が

　

こ
こ
に
あ
る

畜
産
の
祭
典

●チケットぴあ取扱い店舗（セブン・イレブン、サークルK・サンクス、チケットぴあの店）
※Pコード：633-512

●肉焼まつり事務局（鹿屋市畜産課）　電話：0994-31-1118（受付時間/平日9：00～17：00）
※ 暴風雨等によるイベント中止の場合は、払戻しや郵送を行わずに当日肉パックと引き換えいたしますので、前売券をご持参のうえ必ず
　 イベント会場へお越しください。（生肉食品により、引き換えは11月12日・13日の2日間のみとさせていただきますので、ご了承ください。）
※ 当日券は販売数に限りがあります。　※ 生肉食品になりますので持ち帰りはご遠慮いただき、会場にて焼肉でお楽しみください。

前売券販売所

2016年11月12日（土）・13日（日）　10：30▶15：00　少雨決行
鹿屋市霧島ヶ丘公園イベント広場内
 前売券  1,300円（税込）　当日券  1,500円（税込）
鹿屋産黒毛和牛（150g）、鹿屋産茶美豚（白豚）（150g）、カット野菜、ソーセージ（2本）
※ 当日はおにぎり（別売）もご用意しております。（売切れ次第終了）

in 霧島ヶ丘公園

焼肉コンロ・炭・タレ・皿等は
無料で準備してあります!!

K a n o y a  I n f o r m a t i o n
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まちのの
保健室
～大切な命を守る救急救命措置～

Health Care
万が一に備えましょう。

◎ AED（自動体外式除細動器）とは
　AEDは、心臓の心室が小刻みに震え、全身に血液を送る

ことが出来なくなる心
しんしつさいどう

室細動などの心停止状態に陥った患

者に装着し、電気ショックを与え、心臓の働きを正常な状

態に戻す大変重要な医療機器です。音声案内に従ってボタ

ンを押すなどの簡単な操作で誰でも扱うことが可能なため、

一般の人にも使用が認められています。AEDの設置場所は、

市ホームページのAEDマップで確認できます。

問市保健相談センター　☎ 0994 ｰ 41 ｰ 2110

　緊急時の救急救命措置は、一刻も早く適切な処置を行う

ことが重要です。そして、心肺蘇生法とあわせて、AED（自

動体外式除細動器）を適切に使用した救急救命措置により、

蘇生率が大きく向上します。

　９月は「救急の日」や「救急医療週間」があります。こ

の機会に、救急救命措置について、改めて確認しましょう。

◎心肺蘇生法の実技指導を受講しましょう
　救急救命措置の基本は、人工呼吸と心臓マッサージによ

る心肺蘇生法を適切に行うことです。市や医療機関、消防

等が行う、心肺蘇生法の実技指導などを定期的に受講し、

�������	
�����

　スポーツ大会等の各種イベントの際に、無料でAED
の貸出を行っています。医療従事者やAED使用講習を
修了している人を会場に配置することが必要になります。
　貸出を希望する人は、市保健相談センターに電話で
予約を行い、申請書を提出して
ください。申請書は市保健相
談センターにおいてあるほか、
市ホームページからもダウン
ロードできます。

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

９月 18 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
岩重医院 東串良町川東 63-8514

25 日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

10 月 ２日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

   ９日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
児玉医院 東串良町川東 63-8522

16 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
山路医院 東串良町池之原 63-2134

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医 9月・10月

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

９月 18 日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 小林クリニック 上谷町 41-0700

19 日
 おばま医院 寿 2丁目 42-5235
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

22 日
 伊東クリニック 札元 2丁目 43-3500
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

25 日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

10 月 ２日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

９日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100
 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

10 日
 前田内科 本町 42-2175
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

16 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119 　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内

　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
９月 18 日 根木原歯科 札元 1丁目 41-0750

19 日 はまち歯科・小児歯科クリニック 札元 2丁目 43-8461
22 日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
25 日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

10 月 ２日 ひらおか歯科 新川町 41-3060
９日 水口歯科医院 寿 2丁目 43-4635
10 日 ひらたデンタルクリニック 札元 1丁目 45-4929
16 日 四元歯科医院 西原 1丁目 42-2687

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119
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防
災
行
政
無
線
機
の
機
能
で
一
つ
だ

け
不
満
な
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
町
内
会
長
か
ら
の
放
送
が
流
れ
る
と
、

時
々
留
守
録
さ
れ
る
こ
と
で
す（
市
か
ら

の
放
送
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
説
明
書
を

読
ん
で
留
守
録
ボ
タ
ン
で
切
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
勝
手
に
留
守
録
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
都
度
消
去
し
て
い
ま
す
が
、

度
々
に
な
る
と
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
い
て
し
ま
お
う
か
と
も
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
何
か
良
い
対
応
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。（
Ｉ
・
Ｈ
さ
ん
・
60
歳
・

男
性
）

　

市
内
の
す
べ
て
の
町
内
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
部
の
町
内
会
で
は
、
町
内
会

放
送
が
自
動
的
に
録
音
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
機
器
の
不
具
合
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム

の
特
性
に
よ
る
正
常
動
作
で
あ
り
、
留
守

録
機
能
を「
切
」に
し
て
い
て
も
、
町
内
会

放
送
が
自
動
的
に
録
音
さ
れ
ま
す
。
録
音

は
再
生
し
な
く
て
も
、
上
書
き
さ
れ
ま
す

の
で
、
消
去
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
気
に
な
る
場
合
は
、
直
接
、
市

安
全
安
心
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

川
崎
に
住
む
娘
か
ら
、「
大
型
ス
ー

パ
ー
で
鹿
屋
の
カ
ン
パ
チ
フ
ェ
ア

が
あ
っ
て
、
特
別
な
餌
を
使
っ
て
る
と

言
っ
て
た
よ
。
関
サ
バ
み
た
い
に
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
と
い
い
ね
！
」
と
、
メ
ー
ル
が

き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
帰
省
す
る
と
、

カ
ン
パ
チ
、
キ
ビ
ナ
ゴ
の
刺
身
が
一
番
の

ご
ち
そ
う
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
鹿
屋
の

焼
酎
も
も
ち
ろ
ん
で
す
。（
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
さ
ん
・
82
歳
・
女
性
）

　
「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
」を
全
国
各
地
に
広

め
る
た
め
、
鹿
屋
市
漁
協
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
ロ
ウ
」

が
東
京
、
大
阪
、
福
岡
だ
け
で
な
く
神
奈

川
県
川
崎
市
ま
で
ジ
ャ
ッ
ク（
占
拠
）し
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
」

は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含
む
バ
ラ

の
エ
キ
ス
を
混
ぜ
た
餌
で
育
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
帰
省
さ
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
地
元
の

焼
酎
と
一
緒
に
ご
家
族
で
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
震
に
よ
り
子
ど
も
を
鹿
屋
の
小
学

校
に
１
学
期
間
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
に
日
常
生
活
を
送
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
、
何
よ
り
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
私
た

ち
親
も
大
変
救
わ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
市
民
の
声
直
行

便
よ
り
）

　

お
子
さ
ん
が
鹿
屋
市
で
過
ご
さ
れ
て
い

る
間
、
離
れ
離
れ
で
大
変
寂
し
い
思
い
を

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
間
、
お
子
さ
ん
の
地
震
へ
の
不
安
や
恐

怖
心
な
ど
が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
、
鹿
屋
で

多
く
の
楽
し
い
思
い
出
が
出
来
た
の
な
ら

と
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
次
は
ぜ

ひ
、
ご
家
族
で
鹿
屋
市
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。直

接
で
は
な
く
、
人
づ
て
に
お
聞
き

し
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
庁
舎
の

建
て
替
え
計
画
が
あ
る
と
い
う
の
は
本

当
で
し
ょ
う
か
？
一
般
の
人
間
の
感
覚

か
ら
す
る
と
、
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
予
算
が
あ
る
な

ら
、
ほ
か
の
有
意
義
な
こ
と
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。（
市
民
の
声
直
行
便

よ
り
）

　

市
役
所
本
庁
舎
は
平
成
３
年
に
建
設
さ

れ
、
ま
だ
25
年
し
か
経
過
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
建
替
え
の
予
定
・
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
提
案
の
と
お
り
、
本
市
の
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
財

産
で
あ
る
こ
と
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
意

識
し
な
が
ら
有
意
義
な
活
用
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
お
便
り
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

№257

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

　　　　　

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課
「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集

nnnnnnnooooooooooyyyyyyyyyyyaaaaaaaaakkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaannnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

市
民
のひ

ろ
ば
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応募〆切　10／11㊋

ドイツ仕込みのレシピで、マイスターが丹
精込めて作った、ふくどめ小牧場オリジナ
ルの「コッホシンケン」、「フライッシュケー
ゼ」、「コッホサラミ」、「ソーセージ」２種の
５品をセットにして３名様にプレゼント！

ハム・ソーセージの詰め合わせ
／３名様
有限会社ふくどめ小牧場
鹿屋市獅子目町81-1

当選者の発表は、商品引換券の発送を
もって代えさせていただきます。

昭
和34年に撮影された北田町周辺の航空写真です。

中央の道路は現在の国道269号で、右側にプール、

その下に料亭「水
すいせんかく

泉閣」が並んでいます。撮影時、プール

は建設中で、翌年の昭和35年に「市民プール」としてオー

プンしました。現在「市民プール」跡は城山公園内の日本庭

園になっており、「水泉閣」跡にはファミリーレストランが

建っています。また一番左上の白い建物は、かつての中央

公民館（現鹿屋市保健相談センター）で、昭和33年に新築

され、図書館等が増築されました。当時の社会教育やスポー

ツ振興の機運の高まりが感じられる１枚です。

問市文化財センター　☎0994-31-1167

繁は
ん
じ
ょ
う昌 

孝た
か
み
つ充 

隊
員

今
回
の
報
告
者

　先日、鹿児島中央駅アミュ広場で
開催された「シェアカゴM

マ ー ケ ッ ト

arket×か
のや」というイベントで夏休みの工作
教室を開催してきました。
 「ブンブンゴマ作り」という昔なが
らのおもちゃ作りでしたが、おじいち
ゃんやおばあちゃん、お父さんやお母さんが子どもたちと一緒
に楽しんでいて、とても良い時間でした。野外で日中のイベン
トにもかかわらず、多くのお客さんが来てくださり嬉しい限り
でした。また今回、鹿屋で活躍されている皆さんとともに出店
するチャンスを頂きましてありがとうございました。

ご協力ありがとうございました。

�������	


　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線Present

～いつもの街の貴重な記録～

田町周辺の航空写真です

北田町上
空

（昭和34
年）

（昭和34
年）

No.12

�������	
 vol.12

大勢の人でにぎわったアミュ広場

繁は
ん
じ
ょょ
う昌昌

孝孝た
かか
み
つつつつつつつつつ充充充充

今
回
のの
報
告告
者

開開開開
のののの
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明
日
へ
の

明
日
へ
の

扉
No.21

本
場
の
技
術
と
貴
重
な
食
材
で

　
　
「
小
さ
な
幸
せ
」を
食
卓
に Youichi Fukudome

福留福留  洋一 洋一 さんさん

　

養
豚
を
営
む
父
の
姿
を
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
見
て
い
て
、
自
然
に
将
来
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
で
育

て
た
豚
は
、
す
べ
て
自
分
た
ち
で
売
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
父

の
教
え
と
、「
兄
が
育
て
た
豚
を
、
弟
の

私
が
加
工･

販
売
す
る
」
と
い
う
家
族

の
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
高
校
卒
業
後

は
専
門
学
校
で
食
肉
加
工
を
１
年
間
学

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
の
会
社

で
食
品
流
通
を
学
ん
で
か
ら
、「
世
界

を
見
て
来
い
」
と
い
う
父
の
後
押
し
も

あ
り
、
海
外
に
留
学
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
イ
ギ
リ
ス
で
英
語
を
学
び

な
が
ら
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
本
場
ド
イ
ツ

で
修
行
先
を
探
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
き
な
り
「
修
行
さ
せ
て
く
れ
」
と
言
っ

て
も
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
数
十
件
で
断
ら
れ
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
私
の
願

い
を
聞
い
て
く
れ
た
の
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

郊
外
に
あ
る
「H

ヘ

ル

マ

ン

ス

ド

ル

フ

errm
annsdorf

（
ヘ

ル
マ
ン
村
）」
と
い
う
名
の
農
場
兼
工
房

で
す
。
そ
し
て
、
私
の
師
匠
と
な
っ
た

の
が
、
ド
イ
ツ
で
も
高
名
な
マ
イ
ス
タ
ー

「
ユ
ル
ゲ
ン
」
で
す
。

　

マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、
ド
イ
ツ
の
職
業

能
力
資
格
認
定
制
度
で
す
。
見
習
い
、

職
人
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
３
段
階
で
、
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
訓
練
や
試
験
等
を
経
な

い
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ド
イ

ツ
で
は
ほ
か
に
も
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製

法
や
材
料
、
あ
る
い
は
店
の
経
営
条
件

等
が
、
し
っ
か
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

見
習
い
と
し
て
ユ
ル
ゲ
ン
師
匠
に
つ
い

た
私
は
、
週
１
日
職
業
学
校
に
通
っ
て

制
度
的
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
週
４

日
は
師
匠
の
下
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
加
工

な
ど
を
基
本
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
３

年
か
け
て
職
人
に
な
り
ま
し
た
が
、
マ

イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
る
に
は
、
さ
ら

に
３
年
の
修
行
を
要
し
ま
し
た
。
苦
労

も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、
今
思
う
と

と
て
も
楽
し
い
経
験
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
営
む
の
は「
小
牧
場
」で
す
。

手
間
も
か
か
り
ま
す
し
、
生
産
性
も
高

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
目
が
届

く
範
囲
で
生
産
す
る
こ
と
で
、
本
当
に

お
い
し
い
も
の
を
食
卓
に
お
届
け
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
鹿
屋
は
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
生
活
ペ
ー
ス
の
中
で
た
く

さ
ん
の
お
い
し
い
も
の
が
生
産
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
豊
か
な
自
然
の
中
で
味
わ

え
る
の
は
、
小
さ
い
け
ど
本
当
に
幸
せ

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
皆
さ

ん
に
は
ぜ
ひ
、
生
産
地
で
あ
る
鹿
屋
に

来
て
、
見
て
、
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
的
に
は
ソ
ー
セ
ー
ジ

だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
パ
ン
や
チ
ー

ズ
等
を
地
元
で
生
産
し
て
、
た
く
さ
ん

の
食
を
生
産
地
で
楽
し
め
る
、「
手
作
り

の
食
の
村
」
と
も
言
え
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
で
き
る
と
お
も
し
ろ
い
の
で
は
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

わずか５頭から始まったサドルバッ
ク豚の飼育は、試行錯誤の連続。苦
労の末たどりついたのは、昔ながら
の「餌を煮て食べさせる」方法。日
本ではここでしか味わえない貴重な
食材に、かける手間は惜しまない。

昭和55年鹿屋市生まれ。高校卒業後、全国食
肉加工学校で加工技術を学び、ドイツへ留学
してマイスター（ドイツの国家資格）を取得。
帰国後「ふくどめ小牧場」でサドルバック種を
はじめとする養豚業、ハム・ソーセージ等の加
工・販売に取り組む。（35歳）

（
77
・
２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

９
月
26
日（
月
）９
時
５
分
か
ら（予定）
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